
 
 
 
 
 
 
 
 
 

生命機能科学専攻 
 

Agrobioscience 
 
 
 

農環境生物学講座 
 

Agroenvironmental Biology 



土壌学 
 土壌学分野で行ってきた研究の成果をまとめると下記のとおりである． 
(1)リン酸緩衝液で抽出される土壌の有機態窒素（PEON：分子量が約8000）をホウレンソウ，ニンジンや陸稲

は直接吸収利用できる能力を示唆し，導管液中からこのPEON を検出した．Liebig の「無機栄養説」の矛盾を

補完する説を構築中である． 
(2)重金属汚染の農耕地におけるファイトレメデションとしての重金属回収植物が必要とする特性は，低濃度で

の重金属汚染土壌における「重金属の溶解」が重要な鍵であり，溶解には根表面にあるキレート能も関与して

いることを明らかにした． 
(3)「Heatphos」法により下水汚泥から調製した「人工リン鉱石」は，「過リン酸石灰」よりもリン酸の肥効が高

いことを明らかにした． 
(4)土壌，河川水，湖底堆積物中に広く分布する腐植物質の構造特性解析を通じ，腐植物質の類型化と動態を検

討した． 
(5)腐植物質の微生物分解特性の解明，放射性元素との相互作用解析をおこなった． 
(6)土壌中の外生菌根菌菌核の構成成分と生成要因の解析をおこなった． 
(7)新たな石炭灰の農業分野への有効利用の方法を提唱した． 
(8)木質チップから堆肥の生成方法を確立した． 
(9)有機性廃棄物から長期炭素固定型土壌改良資材を人工的に作成した． 
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おける腐植酸褪色菌数と土地利用形態との関係、
日本土壌肥料学会、2005 島根  

渡邊眞紀子・上原英之・井上弦・坂上伸生・藤嶽暢
英・太田寛行、鉄型土壌菌核粒子について、日
本土壌肥料学会、2005 島根  

坂上伸生・渡邊眞紀子・太田寛行・藤嶽暢英、土壌
菌核粒子の形成と遊離鉄、土肥学会、島根 2005 

鈴木武志・井汲芳夫・石炭灰を投入したイナワラお
よび木質系堆肥の堆肥化時における化学成分の経
時的変化とその堆肥特性、日本土壌肥料学会、2005
島根  

村上政治・阿江教治・石川覚・阿部薫、カドミウム
低濃度汚染土壌におけるイネを用いたファイトレ
メディエーション -ダイズ子実Ｃｄ濃度の低減効
果-、土壌肥料学会 2005 島根   

柳由貴子・余田香里・来理・小椋和彦・藤嶽暢英、
土地利用形態の異なる黒ボク土における腐植酸
褪色菌数の差異、日本腐植学会、2005神戸 

藤嶽暢英、腐植物質の多様性とインベントリー作成、
日本腐植学会、2005 神戸  

保原達・小川浩史・阿江教治、極域ツンドラ土壌中
の溶存態有機物に関する加水分解性糖類の解析、
日本腐植学会、2005 神戸  

浅川大地・望月秀将・柳由貴子・藤嶽暢英、土壌お
よび周辺沢水中の水溶性腐植物質における
NMR特性の季節変化、日本腐植学会、2005 神
戸  

岡田幸治・尾崎恵太・野網よしの・井汲芳夫・阿江
教冶、C/N 比を異とする硫安窒素の施用が作物
（イネ、トウモロコシ）の生育に及ぼす影響、
土肥学会関西支部会、2005 京都  

辻本涼太・野網よしの・熊山佳博・鈴木武志・阿江
教治、Ｈｅａｔｐｈｏｓ法による人工リン鉱石
の施肥効果について（予報）～土壌吸着実験お
よびポット試験から～土肥学会関西支部会、
2005 京都  

坂上伸生・井上弦・Bolormaa Oyuntsetseg・平舘俊太
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郎・渡邊眞紀子・藤嶽暢英・太田寛: 土壌菌核粒
子の土壌腐植成分としての特徴．日本ペドロジ
ー学会，2005 東京 

吉原亮二・太田寛行・山田義明・藤嶽暢英・渡邊眞
紀子: 外生菌根菌 Cenococcum geophilum の生化
学的性質, 日本微生物生態学会2005 

松本真悟・阿江教治：有機物の適正利用による農業
生産の可能性 －肥沃度評価の新視点として－．
日本土壌肥料学会，2006 秋田  

阿江教治：穀類や食品中の重金属とその制御．関西
土壌肥料協議会，2006 広島  

阿江教治：土壌に蓄積する有機態窒素と作物生育に
おける役割，関東技術連絡協議会 2006 

阿江教治：土壌に蓄積する有機態窒素の生育による
吸収．近畿土壌肥料協議会 2006 

阿江教治：Soil Fertility and its management．JICA植物
保護コース 2006 

阿江教治：有機物を使わないと土がやせる？＝土壌
有機物の蓄積様式から．水田農業における家畜
糞尿堆肥利用促進のための研究会 2006 

阿江教治：Sustained management of soil-rhizosphere 
system for efficient crop production and fertilizer use.  
2006 

阿江教治：A potential role of PEON (phosphate-buffer 
Extractable Organic Nitrogen) in the soil for plant 
nutrition and its implication for organic farming. 
International Workshop by the Food and Fertilizer 
Technology Center for the Asian and Pacific Region 
(FFTC, Taiwan) and The Land Development, 
Department of Thailand (the Thailand)  2006 

藤嶽暢英：フミン酸およびフルボ酸の化学構造特性
第59回コロイドおよび界面化学討論会シンポジ
ウム「腐植物質のコロイドおよび界面化学的側
面」（北海道大学） 2006 

小林孝行・渡邊眞紀子・太田寛行・藤嶽暢英：黒ボ
ク土および褐色森林土の土壌断面における緑色
成分の垂直分布，日本土壌肥料学会，秋田 2006 

浅川大地・望月秀将・津田久美子・森 寿代・柳 由
貴子・藤嶽暢英：土壌および周辺沢水中の水溶
性腐植物質の動態と化学構造特性，日本土壌肥
料学会，2006 秋田  

尾崎恵太・阿江教治・鈴木武志・小山洋一・飯島克
昌：中性のピロリン酸 Na 溶液で抽出可能な
PEON様物質の蓄積様式の推定．日本土壌肥料学
会，2006 秋田  

春日純子・松本真悟・高橋由佳・田中裕美・阿江教
治：数種の作物の根圏土壌における逐次抽出法
を用いた窒素存在形態の比較．日本土壌肥料学
会，2006 秋田  

熊谷千冬・佐々木久雄・三枝正彦・阿江教治・斎藤
公夫：Al 型浄水処理ケーキによる養分集積土壌
の環境負荷低減．日本土壌肥料学会，2006 秋
田  

村上政治・阿江教治・石川 覚・阿部 薫：炭酸カ
ルシウム施用およびトウモロコシ栽培に伴う土
壌中交換態カドミウムの非交換態化．日本土壌
肥料学会，2006 秋田  

坂 文彦・鈴木武志・渡辺郁夫・井汲芳夫・阿江教
治：石炭灰（クリンカアッシュ）の緑化用土と
しての利用法の確立 －金属類の挙動および六
課樹木への影響．日本土壌肥料学会，2006 秋
田  

藤嶽暢英・森 寿代・浅川大地・津田久美子・阿曽
鈴華・柳由貴子・児玉宏樹・長尾誠也：日本各
地における土壌および河川水中の溶存腐植物質
の特性比較，日本腐植物質学会，2006 東京  

津田久美子・児玉宏樹・米林甲陽・浅川大地・森寿
代・柳由貴子・藤嶽暢英：湖沼と流入河川の溶
存腐植物質の特性比較-?琵琶湖と安曇川を例に
してー，日本腐植物質学会， 2006 東京 

鈴木武志 ・ A. U. Mallikニュウーファウンドランド
島西部における森林再生阻害に関する研 究（第
2報） 
－火事後の土壌断面と肥沃度の経時的変化、日
本土壌肥料学会、2007 東京、 

坂上伸生・渡邊眞紀子・櫻井克年・太田寛行・藤嶽
暢英 (2006): ドイツ・ハルツ山地Elend近郊にお
ける微地形・植生と表層土壌の関係−土壌菌核粒
子の分布特性に着目して−, 日本地理学会春季学
術大会,浦和 

坂上伸生・渡邊眞紀子・太田寛行・藤嶽暢英 (2007): 植
生・標高系列における森林土壌中の菌核粒子分
布の変化-青森県岩木山，岐阜県御嶽山を例とし
て-, 日本地理学会春季学術大会，東京 

Asakawa, D., Mori, H., Aso, S., Fujitake, N. (2007): 
Comparisons of chemical properties of water-soluble 
humic substances in litter, mineral soil and stream. In 
3rd International Conference on Mechanisms of 
Organic Matter Stabilisation and Destabilisation in 
Soils and Sediments, p. 36, Adelaid, Austalia 

藤嶽暢英 (2007): 土壌腐植の生成・分解プロセスと移
行挙動に関する研究 第２回菅平高原実験セン
ター研究集会講演要旨集，p.6 

藤嶽暢英・森寿代・浅川大地・津田久美子・阿曽鈴
華・柳由貴子・児玉宏樹・長尾誠也 (2007): 日本
各地における土壌溶存腐植物質の 13C NMR 特
性 日本土壌肥料学会講演要旨集第53集，p. 18 

飯村康夫・藤本麻里・藤嶽暢英 (2007): HPSEC で細
分画した黒ボク土腐植酸の 13C NMR 特性 日
本土壌肥料学会講演要旨集第53集，p. 18 

浅川大地・森寿代・阿曽鈴華・藤嶽暢英 (2007): 土壌
および沢水中の水溶性腐植物質の化学構造特性
と動態〜黒ボク土壌地帯と褐色森林土壌地帯と
の比較 日本土壌肥料学会講演要旨集第 53 集，
p. 23 

津田久美子・児玉宏樹・森寿代・浅川大地・長尾誠
也・藤嶽暢英 (2007): 河川溶存腐植物質の化学構
造特性のバリエーション 日本陸水学会第72回
大会講演要旨集，p. 219 

飯村康夫・藤本麻里・田村憲司・東照雄・藤嶽暢英  
(2007): HPSEC分画法による土壌腐植酸の特性解
析: 黒ボク土腐植酸と褐色森林土腐植酸の関連
性へのアプローチ，日本腐植物質学会第23回講
演会講演要旨集，p. 12 

 5



浅川大地・阿曽鈴華・望月秀将・森寿代・藤嶽暢英 
(2007): 土壌および沢水中の水溶性腐植物質の化
学特性〜黒ボク土壌地帯と褐色森林土壌地帯と
の比較，日本腐植物質学会第23回講演会講演要
旨集，p. 40 

Yonebayashi, K., Kodama, H., and Fujitake, N. (2007) : 
Chemical properties of humic substances of Andosoil 
in Japan. In 8th Conference of the East and Southeast 
Asian Federation of Soil Science, p. 33   

柳由貴子・北山慶一・藤嶽暢英 (2007): 異なるフルボ
酸に対するLaccaseの褪色作用 日本土壌肥料学
会講演要旨集第53集，p. 19 

米林甲陽・藤嶽暢英 (2007): 炭素および窒素安定同位
体比からみた腐植物質の時空間変動  日本土
壌肥料学会講演要旨集第53集，p. 18 

柳由貴子・北山慶一・藤嶽暢英 (2007): 異なるフルボ
酸に対するLaccaseの褪色作用 日本土壌肥料学
会講演要旨集第53集，p. 19 

佐藤庸・大石真盛・末吉邦・藤嶽暢英・大竹憲邦・
大山卓爾 (2007): オオムギの硝酸吸収におよぼ
す腐植物質の影響 日本土壌肥料学会講演要旨
集第53集，p. 24 

杉山祐子・和田千弦・熊谷哲・鈴木智代・早川和秀・
児玉宏樹・米林甲陽・藤嶽暢英・Patrick G. Hatcher  

(2007): C18 固相抽出により分離された琵琶湖溶
存有機物の特徴〜IHSS 法により抽出された溶存
腐植物質との比較，日本腐植物質学会第23回講
演会講演要旨集，p. 18 

外崎公徳・松崎浩之・井上弦・藤嶽暢英・渡邊眞貴
子  (2007): AMS14C年代測定にもとづく森林土
壌における土壌菌核粒子の滞留時間，日本腐植
物質学会第23回講演会講演要旨集，p. 32 

柳由貴子・北山慶一・田原弘文・藤嶽暢英 (2007): 
Trametes versicolor ラッカーゼのフルボ酸褪色研
究への適用〜Trametes villosa ラッカーゼとの比
較，日本腐植物質学会第23回講演会講演要旨集，
p. 34 

米林甲陽・藤嶽暢英 (2007): 環境中の腐植物質の炭素
および窒素安定同位体比の時空間変動，日本腐
植物質学会第23回講演会講演要旨集，p. 38 

Sakagami, N., Watanabe, M., Fujitake, N., and Ohta, H. 
(2007) Aluminum and iron contents of sclerotium 
grains and their role as persistent organic component 
in forest soils. International Symposium on Organic 
Matter Dynamics in Agro-Ecosystems, July 2007, 
Poitiers, p.402-403 

 

 
 
3. 博士・修士号取得者の氏名および論文題名 

博士 
（平成16 年9 月） 
井汲芳夫: 石炭灰を有効利用した土壌改良資材に関

する研究 
（平成18年3月） 
Nazmul Ahsan Khan: Elucidation of chemical structural 

properties of Type A humic acid like substances 
(HALS) from plant residues and their formation 
mechanism 

小林孝行：土壌有機成分－脂溶性緑色色素の定量法

の開発と分布状態の解析 
浅川大地：土壌中の水溶性腐植物質の移行挙動に関

する研究 
 
修士（平成17 年3 月） 
北山慶一：遊離および固定化Laccase によるフルボ酸

褪色メカニズムに関する研究 
平田真理： 土壌中に蓄積する有機体窒素の構造解析 
望月秀将：土壌における水溶性腐植物質の移行挙動

に関する研究_京都府山城地方の花崗岩質褐色

森林土を例にして 

 
修士（平成18年3月） 
岡田孝治：C/N比を異とする条件下における施肥窒素

が作物（イネ，トウモロコシ）の生育に及ぼす

影響 
坂 文彦：石炭灰の緑化用土としての利用 －環境

負荷物質の挙動および緑化樹木への影響 
津田久美子：我が国の非有色水系腐植物質のキャラ

クタリゼーション 
余田香理：土壌中の腐植酸褪色菌の分布に関する研

究 
修士（平成19年3月） 
来理：細菌による石油分解に及ぼす腐植物質の効果 
飯村康夫：Ｃhemical properties of different molecular size 

fractions in Andosol humic acids using preparative 
HPSEC. 

森寿代：日本各地における土壌溶存腐植物質の13C 
NMR特性 

山下典之：土壌中の重金属元素（Cu）蓄積形態とイ

ネによる溶解機構について 

 
 

4．その他の学術研究活動 

学術講演会の開催 
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藤嶽暢英 (2005年10月): 第1回腐植物質ビギナーズ

セミナー、神戸大農学部 
藤嶽暢英 (2005年10月): 日本腐植物質学会 第21回

講演会、神戸大瀧川記念学術交流会館 
Abdalla Elfaki Abbas (2006年11月): General outline of 

Sudanese agriculture and Phosphate-Zinc interactions 
in some Gezira soils．（神戸大農学部） 

石川 覚 (2006年12月)： 作物のカドミウム（Cd）
汚染実態およびカドミウム吸収抑制技術の開発

（神戸大農学部） 
 
研究助成金 
科研費 
基盤研究(B) （分担）藤嶽暢英、鈴木武志 樹木－リ

タ――土壌系における炭素の動態と固定に関す

る研究（16年度～17年度） 
基盤研究(B) 藤嶽暢英（代表）：腐植物質の多分散性

と多様性を包括した化学構造モデルの構築（16
年度～18年度） 

基盤研究(B)、藤嶽暢英（分担）、陸域における難分解

性有機炭素の蓄積と移行動態解明研究（16年度） 
基盤研究(C) （分担）藤嶽暢英：土壌菌核粒子と腐植

酸の14Ｃ年代から見た土壌菌核粒子の形成，発

達，消滅プロセス（16年度～17年度） 
若手研究(B)、鈴木武志（代表）：ツツジ科植物が含有

する毒性物質の土壌環境における分布特性（16
年度～17年度） 

基盤研究(B) 藤嶽暢英（分担）：集中豪雨により放出

される懸濁粒子の特徴と沿岸生態系への影響評

価（19年度） 
 
受託研究 
生研センター・生物系産業創出のための異分野融合

研究支援事業（分担）阿江教治：リン資源の再

利用技術とリサイクルシステムの開発（16年度

～19年度） 

農林水産省特別研究、（分担）阿江教治：ブランド・

ニッポン野菜系，有機質資材連用圃場の土壌特

性の解明と高品質野菜生産のための有機質資材

施用技術の開発（16年度） 
 
民間共同研究 
（関西電力），阿江教治・藤嶽暢英，鈴木武志：石炭

灰の農業分野の利用（16～19年度） 
（関西電力），阿江教治・鈴木武志：ペクチン・セン

サーの開発（18年度～19年度） 
（篠山市）鈴木武志（分担）丹波黒大豆の栽培試験

による 
奨学寄付金 
（住友化学），阿江教治（18年度～19年度） 
藤嶽暢英：腐植重金属解析奨学寄付金（株）日工（16

年度） 
藤嶽暢英：腐植重金属解析奨学寄付金（株）松本微

生物研究所（16年度～18年度） 
藤嶽暢英：腐植物質研究奨学寄付金（株）サントリ

ー（17年度～19年度） 
藤嶽暢英：腐植物質研究奨学寄付金（株）長谷川組

（19年度） 
（フジッコ）：鈴木武志 

学外研究機関との共同研究

阿江教治：有機体窒素の直接吸収に関する研究 島

根大学，農業環境技術研究所，㈱ニッピ等 
阿江教治・鈴木武志：カリウムの溶解と吸収に関す

る研究，兵庫県農業水産総合研究センター 
阿江教治・鈴木武志:有機態窒素の土壌での形態と養

分吸収における重要性，ホーヘンハイム大学（ド

イツ） 
 
藤嶽暢英：土壌緑色腐植酸に関する研究 東京工業

大学理学部，茨城大農学部, 佐賀大学 
藤嶽暢英：水中腐植物質に関する研究，京都府立大

学，北海道大学等 

藤嶽暢英：Studies and research in the field of soil ecology 
and humus forms studies., the Centre for Alpine 
Ecology (ITALY) 

鈴木武志：ツツジ科植物のヒース形成に関する研究、

レイクヘッド大学 
鈴木武志：ゴルフ場の芝枯死に関する研究、慶北大

学、デグ大学 
鈴木武志：堆肥中の化学汚染物質含量に関する研究、

ルブリン農業大学 
鈴木武志：黒大豆の産地分別法、フジッコ㈱ 
 

 
国際協力 
阿江教治：国際農林業協力協会（JAICAF），アフリカ 地域における持続的食料生産に関する評価委員
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2006 
阿江教治：国際協力事業団（JICA）講師（ザンビア

国からの派遣研修員に対して）2006 
阿江教治：Scholarship of Ministry of higher study of 

Sudan 研究員受入2006 
藤嶽暢英：高山生態学研究所（イタリア） 派遣研

究員受入（OECD）2005 
阿江教治：国際農林業協力協会（JAICAF） アフリカ

地域における持続的食料生産に関する評価委員

2005 
国際協力事業団（JICA）講師（ザンビア国から派遣

研修員に対して）2005 
藤嶽暢英：微生物工学研究所（インド） 派遣研究員

受入（JSPS）2005 
阿江教治：国際農林業協力協会（JAICAF） アフリ

カ地域における持続的食料生産に関する評価委

員2004 
阿江教治：国際協力事業団（JICA）講師（ザンビア

国から派遣研修員に対して）2004 
阿江教治：パラナ州農業研究所（ブラジル）：日系研

究者研修計画（家畜糞尿の効率的利用技術）2004 

 
受賞

日本土壌肥料学会東京大会ポスター賞：浅川大地・

森寿代・阿曽鈴華・藤嶽暢英 (2007): 土壌およ

び沢水中の水溶性腐植物質の化学構造特性と動

態〜黒ボク土壌地帯と褐色森林土壌地帯との比

較 日本土壌肥料学会講演要旨集第53集，p. 23 

 
特許

サンプル中の有機態窒素または有機態窒素様抗原の

検出法．阿江教治，特願2005-7769 
重金属汚染土壌の浄化方法，阿江教治，特開

2007-209894 
 
学会活動 
阿江教治：土壌肥料学会評議員 (2008～ 
阿江教治：土壌肥料学会誌編集委員（2007～） 
藤嶽暢英 (2005年10月): 第1回腐植物質ビギナーズ

セミナー主催 
藤嶽暢英 (2005年10月): 日本腐植物質学会 第21回

講演会（神戸大会）実行委員長 
藤嶽暢英：日本腐植物質学会 副会長（2002〜現在） 

藤嶽暢英：International Humic Substances Society 
National coordinator of Japanese Chapter（2002〜
2005） 

藤嶽暢英：日本分析化学会 関西支部 評議員（2007
〜現在） 

鈴木武志：日本土壌肥料学会 土壌教育委員会委

員：（2006～現在）

 
学会活動 
藤嶽暢英：地球環境産業研究機構（RITE）優秀研究

企画評価委員（2002〜2005） 
藤嶽暢英：NPOシニア自然大学講師（2004〜2007）

 
 
 
植物栄養学 
 本教育研究分野では、「人間環境との調和を保ちつつ、安全かつ高品質で充分な量の食料をいかに確保する

か」という難題の解決に寄与することを目差している。そのために、作物の成長・生産性・品質等の決定要因

解析の上にたち、より環境重視・品質重視の立場から以下の二つの研究領域を中心に教育研究を行っている。 
 近年、農業で使われる肥料、中でも窒素肥料が河川などの水環境の窒素富栄養化を引き起こしている一因と

の社会認識から、「窒素施肥量の削減」と「食料の生産性・品質の維持・向上」という二律背反する強い要請が

ある。畑土壌中で窒素は主に硝酸イオンの形態で存在し、植物はその硝酸イオンを吸収し、葉で光エネルギー

を使って成長に必要な窒素化合物を合成する。窒素は、植物成長に必要であり、作物栽培には多量の窒素が施

用されてきた。施用された窒素の内で、植物に吸収されなかったものの一部は水系に流出し、環境汚染を引き

起こすと懸念される。野菜などでは、過剰な窒素を硝酸イオンとして葉に溜め込み、生産された野菜は高濃度

の硝酸イオンを含むため、摂取した人の健康に良くないことが懸念される。この様に、環境と健康の両面から

硝酸を中心とした窒素代謝の効率化に関する研究は必要である。植物の窒素利用の律速段階である硝酸イオン
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から亜硝酸イオンを作る硝酸還元酵素は色々な因子により複雑に制御されている。その複雑な機能発現制御の

機構の一端を明らかにしようとしている。また、野菜などの硝酸イオン濃度の低減化技術の開発、野菜の硝酸

イオン濃度の簡便な検知技術の開発を試みている(主担当者：白石)。 
 世界で主要な食料となっているイネやダイズなどの種子の収量や品質は、土壌窒素や施肥条件に大きく影響

を受ける。作物の種や品種によりその応答の程度は異なり、また食料としての評価(品質)も異なる。すなわち、

日本国内ではタンパク質含有率が低いコメは良食味で評価が高く、一方ダイズでは高タンパク質含有率の種子

の評価が高い。環境条件や品種(遺伝因子)で生産される種子の品質は異なるが、品質を規定する因子がどの様

なものであるか、また、それらはどの様な肥培管理法や育種的手法で制御出来るかは未解明である。イネとダ

イズを中心に、作物の持つ窒素代謝特性と生産される種子の品質との関連性を調べ、栽培や育種技術の向上に

役立つことを目指している。(主担当者：杉本)。 
 
 

1. 公表学術論文 

著書 
杉本敏男、白石斉聖、王子善清（2005）：ダイズ種子

品質の窒素施肥による変動、-ダイズの生産･品質

向上と栄養生理、日本土壌肥料学会編、pp.40-59、
(博友社) 

 
原著論文

小阪英樹、畠中知子、鈴木武志、杉本敏男、曳野亥

三夫、鈴木忠直、戸田登志也 2006. 無機元素

組成による黒大豆「丹波黒」の産地判別 日本

食品科学工学会誌53巻(6)：344-353(b) 

その他の学術論文等

杉本敏男（2005）： 土壌窒素のダイズ生育、なかで

も種子成長に及ぼす影響、エダマメ研究第３号

p.20-ｐ.24 
大山卓爾、藤原徹、赤尾勝一郎、藤田耕之輔、高橋

能彦、杉本敏男、大竹憲邦、高橋幹、石本政男、

原田久也、河内宏、林浩昭、牧野周、関本均、

間藤徹（2005）；ダイズの生産･品質向上と栄養

生理 日本土壌肥料学雑誌、76巻(4号)ｐ.531-537 
杉本敏男（2006）：食品関連研究室の紹介 神戸大学

農学部植物栄養学研究室 食品と技術 No417.
 
 

2. 学術講演 

白石斉聖、杉本敏男、王子善清(2004)：硝酸吸収と硝

酸還元の生化学・分子生物学（シンポジウム）

日本育種学会第106回講演会要旨集p.24-25 
小林孝弘、白石斉聖、杉本敏男、王子善清(2004)：植

物の硝酸塩蓄積と硝酸還元酵素活性変動の関係、

日本土壌肥料学会福岡大会講演要旨集p.94 
杉本敏男、白石斉聖、王子善清(2004)：ダイズ種子品

質の窒素施肥による変動（シンポジウム）日本

土壌肥料学会福岡大会講演要旨集p.216 
増田亮一、中村善行、杉本敏男、曳野亥三夫、斉藤

道彦(2004)：良好な食感を持つエダマメ種子の特

性解明− ゆで加熱による大豆種子の硬さ特性の

検定 エダマメ研究会講演要旨集p.27 
杉本敏男、白石斉聖、王子善清(2004)：低ホウ素土壌

でのダイズ収量低下の緩効性窒素肥料施用によ

る緩和 エダマメ研究会講演要旨集p.31 
増田亮一、中村善行、杉本敏男、曳野亥三夫、斉藤

道彦（2004）：ゆで加熱による大豆種子の硬さ特

性の解明 種子生理生化学研究会年会講演要旨

集ｐ.13 
小阪英樹、畠中知子、鈴木武志、杉本敏男、津川兵

衛、曳野亥三夫、鈴木忠直、戸田登志也 無機

元素・アントシアニン分析による丹波黒（ダイ

ズ）の産地判別 日本食品科学工学会51回大会

講演要旨集ｐ.91 
王子善清(2004)：植物の硝酸体窒素利用機構と硝酸塩

低減への活用方策、近畿中国四国地域問題別研

究会資料p12-21 
神田理恵、小林孝弘、白石斉聖、杉本敏男、王子善

清、タンパク質リン酸化酵素による硝酸還元酵

 9



素活性制御機構の解析、日本土壌肥料学会 2005
年度島根大会講演要旨集ｐ.86 

白石斉聖、伊藤博通、ルミアナツェンコバ近赤外線

分光法による野菜内硝酸イオン濃度の非破壊測

定法日本土壌肥料学会 2005 年度島根大会講演

要旨集ｐ.78 
伊藤博通,ルミアナツェンコバ,白石斉聖,中田悠,小島

謙太朗 近赤外線分光法による野菜葉内硝酸イ

オン濃度の非破壊計測農業環境工学関連 7 学会

2005 年7合同大会 
白石斉聖近 赤外線分光法による野菜内硝酸イオン

濃度の非破壊計測法１日神戸大学(第 19 回) 平
成17 年8月19 日 

岡本祥子、小森冴香、横山愛香、白石斉聖、杉本敏

男、王子善清接木によるダイズ種子タンパク質

含有率制御機構の解析-低タンパク質品種と高タ

ンパク質品種の施肥窒素応答の差異、日本土壌

肥料学会関西支部講演会講演要旨集ｐ.27 
塩屋武、白石斉聖、杉本敏男、ホウレンソウ硝酸還

元酵素転写調節因子の機能解析、日本土壌肥料

学会2006年度秋田大会講演要旨集ｐ.70 
白石斉聖、小原裕美、杉本敏男、有機物施肥が野菜

内硝酸イオン蓄積に与える影響 日本土壌肥料

学会2006年度秋田大会講演要旨集ｐ.81 
高島悠一郎、白石斉聖、杉本敏男、硝酸イオンシグ

ナル伝達系に関与する遺伝子の検索、日本土壌

肥料学会2006年度関西支部講演会 講演要旨集

ｐ.27
 
 
3. 博士・修士号取得者の氏名および論文題名 
修士（平成 18 年 3 月）  
岡本祥子：ダイズの窒素応答能の品種間差の解析 
神田理恵：硝酸還元酵素活性の日周変動における

タンパク質リン酸化酵素の役割 
修士（平成 19 年 3 月） 
塩屋武：ホウレンソウ硝酸還元酵素転写調節因子

の機能解析 
高島悠一郎：硝酸イオンシグナル伝達系に関与す

る遺伝子の検索 
小林孝弘：植物の硝酸塩蓄積と硝酸還元酵素活性

変動の解析 
 

 
 

4. その他の学術研究活動 

学術講演会の開催 
馬建鋒（06年8月）：植物のケイ素輸送体（神戸大農

学部） 

 
 

 
研究助成金 
先端技術を活用した農林水産研究高度化事業、野菜

における硝酸塩蓄積機構の解明と低減化技術の

開発、王子善清・杉本敏男・白石斉聖（分担）：

硝酸還元酵素の活性制御機構の解明 
科研費(萌芽研究) 白石斉聖(分担)：近赤外線分光法に

よる野菜内硝酸イオン濃度の非破壊測定法開発

(平成16〜17 年度) 
奨学寄付金 白石斉聖、硝酸還元酵素活性に対する

キトザール葉面散布効果の検証 昭和電工 
科研費(基盤研究Ｂ) 白石斉聖(分担)：光環境と気温

による葉菜中硝酸イオン濃度制御法の開発(平成

17〜19年度) 
科研費（基盤研究C）杉本敏男、白石斉聖：窒素施肥

によるダイズ窒素代謝活性の変動の種子品質へ

の影響解析と窒素施肥法の改善(平成 18〜19 年

度) 
 
学外研究機関との共同研究 
共同研究：白石斉聖 平成17 年度兵庫県COE プロ

グラム推進事業近赤外線分光法を用いた非破壊

型硝酸イオン測定法および装置の開発、アイデ

ン 
共同研究：白石斉聖 平成18年度科学技術振興機構 

独創的シーズ展開事業独創モデル化 非破壊型
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野菜内硝酸イオン測定法及び小型汎用計測機器

の開発、アイデン 
共同研究：白石斉聖 近赤外線分光法によるニンジ

ンの硝酸イオン濃度測定、伊藤園  
共同研究：白石斉聖 平成19年度科学技術振興機構 

イノベーションプラザ大阪 研究成果実用化検

討 LED 光源を使用した非破壊型野菜内硝酸イ

オン濃度簡易判別法とその機器開発、アイデン  
共同研究：杉本敏男 丹波黒大豆の栽培試験による

堆肥技術の向上と教育効果に関する研究 篠山

市 

 
学会活動 
日本土壌肥料学雑誌編集委員会常任委員 杉本敏男 
日本土壌肥料学会欧文誌(Soil Sci. Plant Nutri.)論文編

集委員：杉本敏男 

日本土壌肥料学会代議員：杉本敏男「エダマメ研究」

編集委員 杉本敏男 
 

 
 
植物遺伝学分野 
 遺伝学は生命科学の根幹に関わる学問である。植物遺伝学分野は、高等植物（主としてイネとコムギの栽培

種・野生種）を材料として遺伝学的研究を展開し、生命科学の発展に寄与することを目指している。植物遺伝

学分野では、成果がイネやコムギの品種改良に役立てられることを念頭に置きつつ、重要農業形質に関わる遺

伝子群について遺伝学の立場から研究を行っている。 
 植物遺伝学分野の研究課題は以下の５つで、課題１）イネ有用形質に見られる遺伝的多様性と有用遺伝子群

の解析、２）コムギの系統進化と栽培化過程の解析、３）コムギにおける核と細胞質の多様性及び両者の相互

作用の解析、４）コムギの環境適応と形態形成からみた種内分化の解析、５）コムギの種間交雑不親和性と異

質倍数体化の解析、である。 
 本年度の主な研究成果を課題ごとに以下に示す。１）酒造好適性に関与する候補遺伝子としてプロラミン遺

伝子の一つを見いだした。山田錦（酒米）とレイホウ（食用米）の胚乳タンパク質を比較したところ、山田錦

ではこの遺伝子がコードするプロラミンと推定されるタンパク質スポットに欠失が認められ、山田錦ではこの

遺伝子が発現していないことを裏付ける結果となった。イネの直播栽培に重要な量的遺伝子座(QTL)を同定す

るため、冠水状態で旺盛な生育を示すジャポニカ系統「日本晴」と生育が阻害されやすいインディカ系統「カ

サラス」由来のBILs (backcross inbred lines)や CSSLs (chromosome segment substituion lines)を使って生物検定を行

い、「日本晴」の第６，８、10、11染色体上に冠水耐性QTLの存在が示唆された。低温耐性の「兵庫北錦」と

感受性の「北陸142 号」由来の組換え同質系（RILs）を用いて、複数の検定指標に基づき幼苗の低温耐性を評

価し、Composite Interval解析によりに、第７，８，11染色体上に主要なQTLを同定した。２）トルコ中南部に

おいてフィールド調査を行い、複数の未調査地点で野生二粒系コムギや野生チモフェービ系コムギ、野生一粒

系コムギ、近縁野生種であるAe. neglectaの自然集団を見いだした。また、採集されたAe. neglectaについて葉

緑体 DNA を指標に生態遺伝学的研究を行った。さらに、インド南西部の西ガーツ山脈において調査を行い古

くから栽培されてきたエンマーコムギを採集するとともにその伝統的利用法について情報収集を行った。３）

パンコムギ及びイネのミトコンドリアマクロアレイおよび葉緑体マクロアレイを開発し、CSを対象として発芽

から幼苗生長期におけるミトコンドリアバイオジェネシスおよび葉緑体バイオジェネシスを解析した。さらに、

この過程における環境ストレスの影響を調査した。４）パンコムギの低温や乾燥等の非生物的ストレスのシグ

ナル経路について解析を行っている。今年度は、これらのストレスによって発現が活性化される４つの転写因

子WCBF2, WDREB2, WABI5, WLIP19を過剰発現させた形質転換タバコではストレスに対する抵抗性が有意に

増加すること、これらの転写因子が直接いくつかの Cor/Lea 遺伝子の遺伝子発現を正に制御していることを明
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らかにした。またパンコムギで見出されたストレス応答経路が野生コムギの自然変異にどのように寄与してい

るのかについても解析を行っているが、タルホコムギの乾燥応答ではDREBホモログの１つであるWDBF1 が

系統によって遺伝子発現のパターンが顕著に異なることを見いだした。５）マカロニコムギとタルホコムギの

交雑後代の調査から雑種の成立を阻害する生殖隔離遺伝子の存在が明らかになっている。このうち特に雑種個

体でハイブリッドネクローシス示す個体の細胞観察や遺伝子発現解析から細胞死と活性酸素との関連が示唆さ

れた。 
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Cor/Lea 遺伝子発現の活性化. 日本育種学会、山

形大学、９月. 
森直樹, 大田正次 (2007)：野外調査「フィールド調査

の現場から：ヨーロッパにおけるスペルタコム

ギの伝統的栽培」ムギ類研究会、近畿中国四国

農業センター、11月. 
M.G. Siniauskaya、C. Nakamura. (2007) The development 

of chloroplast macroarray system in wheat. ムギ類研

究会、近畿中国四国農業センター、11月. 
O.E. Manangkil、N. Mori、H.T.T. Vu、T. Ishii、S. Yoshida、

C. Nakamura. (2007): QTLs controlling 
seedling-vigor at germination stage under 
submergence in rice. ムギ類研究会、近畿中国四国

農業センター、11月. 
大道佳晃，森直樹. (2007)：祖先野生種のミトコンド

リア DNA の種内変異からみたコムギ倍数種の

起源. ムギ類研究会、近畿中国四国農業センター、

11月. 
奥村ゆりか，宅見薫雄. (2007)：タルホコムギにおけ

る日長反応関連遺伝子の塩基配列の多様性. ム
ギ類研究会、近畿中国四国農業センター、11月. 

寺嶋彰弘，宅見薫雄. (2007)：タルホコムギにおける

乾燥応答性遺伝子の塩基配列の多様性. ムギ類

研究会、近畿中国四国農業センター、11月. 
秦野仁志，宅見薫雄. (2007)：細胞質置換コムギにお

ける雌蕊化した雄ずいのcDNA-AFLP分析. ムギ

類研究会、近畿中国四国農業センター、11月. 
水野信之，宅見薫雄. (2007)：合成パンコムギ幼苗の

cDNA-AFLP 分析. ムギ類研究会、近畿中国四国

農業センター、11月. 
宅見薫雄. (2007)：Wknox1b座のnull alleleをもつ６倍

性コムギ系統の同定とTriticum carthlicum成立に

関する考察. ムギ類研究会、近畿中国四国農業セ

ンター、11月. 
S. Takumi. (2007): Natural variation of drought stress 

tolerance in wild diploid wheat and its application to 
common wheat breeding. International Symposium 
on Plant biochemical and biotechnological researches 
for antidesertification in collaboration among Japan, 
Korea and China, Tottori Univ., November. 

森直樹 (2007)：野生コムギの遺伝的多様性と栽培コ
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ムギの起原について-葉緑体 DNA の解析結果か

ら．第 39 回種生物シンポジウム、神戸、11-12
月． 

村井耕二，漆川直希，宅見薫雄，持田恵一，川浦加

奈子、荻原保成. (2007)：倍数性コムギのMADS
ボックス遺伝子にみられる同祖遺伝子間での異

なる発現機構. 日本分子生物学会、横浜、12月. 

 
 
3. 博士・修士号取得者の氏名および論文題名 

博士（課程平成17年３月） 
Nayden Naydenov: Structural and functional analyses of 

alternative oxidase genes in wheat 
修士（課程平成17年３月） 
Oliver Manangkil: Evaluation of screening methods for 

submergence tolerance and expression analysis of 
candidate genes in rice cultivars 

Lanka Ranawake: QTL analysis of cold tolerance in rice at 
the seedling stage 

Nirosha Gamalath: Cloning of BPH resistance/infestation 
associated genes by differential cDNA-AFLP 
screening 

吉峰直哉: タバコ G タンパク質αサブユニット遺伝

子の発現・機能解析 
岸田匡: パンコムギのミトコンドリア DNA 領域

nad3-orf156における構造多型の解析 
綿谷浩之: 祖先野生種の種内変異からみた４倍性コ

ムギの起源 
石橋万智子: パンコムギ低温誘導性遺伝子の発現制

御と播き性の相関の解析 
江川千佳子: パンコムギDREB2転写因子の機能的保

存性と特異性の解析 

久米忍: 低温馴化に関与するパンコムギ CBF 転写因

子の発現と構造解析 
杉江淳: 細胞内環境の変化に伴うパンコムギオルタ

ナティブオキシダーゼの発現と機能解析 
嶋村知紗: パンコムギ低温誘導性遺伝子の異種植物

での発現と凍結耐性の改変 
西岡恵美: コムギにおける穂の形態変異と KN1 型ホ

メオボックス遺伝子の抑制因子の解析 
博士（課程平成18年３月） 
小林史典: Molecular genetic analysis of low temperature 

signal transduction pathway and cold acclimation in 
common wheat. 

修士（課程平成19年３月） 
Hien Vu Thi Thu: Variation of submergence stress tolerance 

in rice germplasms and molecular dissection of the 
tolerance mechanisms 

高橋朋子: 酒米特異的に発現する遺伝子及びタンパ

ク質の解析 
広瀬志津子: コムギ第５同祖染色体におけるCBFク

ラスターの構造解析 
中勇篤: コムギにおけるClass B MADS-box遺伝子の

機能分化の分子遺伝学的解析 
 
 
4．その他の学術研究活動 

学術講演会の開催 
中村千春（世話人）. 生島隆治（京都教育大学教授）

（2004年６月）：気ままな遺伝学研究・教育（神

戸大農学部） 
森直樹（世話人）. 大田正次（福井県立大学教授）

（2004年９月）：コムギ近縁種の種内にみられる

遺伝的変異と地理的分布（神戸大農学部） 
森直樹（世話人）. 金田忠吉（2005年11月）：「アフ

リカの稲作事情-特に NERICA の普及に関連し

て-」（神戸大農学部） 
森直樹（世話人）. 大西近江（京都大学農学研究科）

（2006年2月）：ソバの起原（神戸大農学部） 
森直樹（世話人）. 山崎常行（進化生物学研究所研究

員）（2006 年 9 月）：自然集団における進化の要

因を求めて：熱帯林樹木集団とショウジョウバ

エ からの実験的証拠（神戸大農学部） 

森直樹（世話人）. Hakan Ozkan (University of Cukurova, 
Turkey)（2006 年 9 月）：Reconsideration of the 
domestication geography of tetraploid wheats. （神戸

大農学部） 
宅見薫雄（世話人）. 貴島祐治（北海道大学農学研究

院）（2006年12月）：非エピジェネティックな植

物宿主とトランスポゾンの相互関係（インター

ゲノミクスセミナー，神戸大学瀧川記念会館） 
宅見薫雄（世話人）. 木下哲（国立遺伝学研究所）

（2006年12月）：植物のゲノムインプリンティ

ングと胚乳における生殖隔離（インターゲノミ

クスセミナー，神戸大学瀧川記念会館） 
森直樹（世話人）. 劉耀光（華南農業大学）（2007年

10月）：「Molecular control of hybrid male sterility in 
rice」「Molecular basis of CMS/restorer systems in 
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rice」（神戸大農学部） 
 
研究助成金 
キリンビール受託型研究、森直樹：エンマーコムギ

の来歴及びコムギ属進化への役割を分子生物学

的手法により明らかにする研究（平成16年度） 
科研費基盤研究(B)(2). 中村千春（分担）、森直樹（分

担）：酒造好適性を支配する遺伝因子の同定とそ

れに基づく酒米遺伝資源の評価技術の開発．

（平成16年度～平成18年度） 
科研費基盤研究(A)(1). 森直樹（分担）：ムギ農耕とそ

れを取り巻く生態系における人・環境・作物・

雑草の相互関係に関する研究．（平成 16 年度～

平成18年度） 
科研費基盤研究(B)(2). 森直樹（分担）：アジアにおけ

るコムギ類遺伝資源の環境反応性に関する多様

性評価とジェノタイピング（平成16年度～平成

18年度） 
総合地球環境学研究所研究プロジェクト.「社会的、

生態的そして地球環境問題としての遺伝資源の

喪失」森直樹（分担）：コムギ生態系の調査（平

成17年度から平成19年度） 
文部科学省私立大学学術研究高度化推進事業・学術

フロンティア推進事業．森直樹（分担）研究課

題名：高等植物のオルガネラゲノム工学（平成

17年度～平成19年度） 
科研費若手研究(B). 宅見薫雄（代表）：コムギにおけ

る低温要求性と凍結耐性の適応的連鎖関係の解

析（平成17年度～平成19年度） 
科研費基盤研究(A)(2). 宅見薫雄（分担）：コムギ近縁

種を用いたユーラシア広域分布種の遺伝的多様

性解析（平成17年度～平成19年度） 

ひょうご科学技術振興財団奨励研究助成．宅見薫雄

（代表）：生育環境への適応により拡大した自然

変異の作物育種への高度利用（平成18年度） 
学術振興会研究員助成．小林史典：パンコムギ低温

応答遺伝子ネットワークの特徴解析（平成17年
度～平成18年度） 

学術振興会外国人研究員助成．中村千春（分担者：

Nayeemulah, Muhanmmad）：イネトビイロウンカ

におけるバイオタイプの選抜と特性解析（平成

16年度～平成18年度） 
学術振興会外国人研究員助成．中村千春（分担者： 

Naydenov, Nayden）：コムギとイネの種子発芽時

におけるミトコンドリアバイオジェネシスの比

較解析（平成17年度～平成19年度） 
学術振興会外国人研究員助成．中村千春（分担者：

Sinyavskaya, Marina）：核細胞質へテロシスの育種

利用に向けた核細胞質ゲノム間相互作用の解析

（平成18年度～平成19年度） 
学術振興会外国人研究員助成．中村千春（分担者：

Prem Needhi Sharma）：イネにおけるトビイロウ

ンカ吸汁誘導性遺伝子及び抵抗性遺伝子のクロ

ーニング（平成19年度） 
国際協力銀行中国内陸部人材育成事業．中村千春（分

担者：Fu Chang）：イネとコムギの乾燥ストレス

応答におけるDREB遺伝子の役割（平成19年度） 
エリザベス・アーノルド富士財団学術研究助成．宅

見薫雄（代表）：異質倍数化による祖先野生種遺

伝子の合成パンコムギへの導入とその効果（平

成19年度） 

学外研究機関との共同研究

ブルガリア農業バイテクセンターとの共同研究：中

村千春、環境耐性遺伝子群の解析（平成16年度） 
京都大学農学研究科、中村千春：合成パンコムギを

用いたミトコンドリアDNAの構造解析（平成

16年度） 
京都大学農学研究科、森直樹：分子マーカーを利用

したコムギ近縁種の遺伝資源としての変異の解

析（平成16年度） 
兵庫県農林水産総合研究センター他、中村千春：酒

米遺伝資源の評価（平成16～18年度） 
福井県立大学生物資源学部、森直樹：コムギとその

近縁野生種における遺伝的変異と地理的分布に

関する研究（平成17～19年度） 
岩手生物工学研究センター、兵庫県農林水産技術総

合研究センター、森直樹：酒米の酒造好適性に

関与する遺伝子の探索（平成16～19年度） 
神奈川大学工学部：中村千春：コムギ属植物におけ

るMutator様転移因子の解析（平成16～19年度） 
総合地球環境学研究所：森直樹：栽培コムギの進化

と起源地からの伝播（平成17～19年度） 
京都産業大学工学部：森直樹：学術フロンティア研

究プロジェクト（平成17～19年度） 
福井県立大学生物資源学部：宅見薫雄：コムギ形態

形成遺伝子群の分子発生遺伝学的解析（平成16, 
17～19年度） 

京都大学農学研究科、福井県立大学生物資源学部：

宅見薫雄：コムギ倍数性進化の分子機構（平成

17～19年度） 
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受賞 
中村千春：平成 17 年度井植文化賞（科学技術

部門） 
 

 
学会活動 
Editor of “Wheat Information Service”：中村千春（〜2004

年） 
Editor of “Biotechnology and Biotechnological 

Equipment”：中村千春 
Editor of “Breeding Science”：森直樹（2006年〜） 
Editor-in-chief of “Wheat Information Service – online 

newsletter for wheat researchers”：宅見薫雄（2005
年〜） 

Asean Weekシンポジウム「Infectious Diseases and Their 
Control in ASEAN Countries（東南アジアにおける

感染症と防疫）」（平成16年10月27日、六甲ホ

ール）オーガナイザー：中村千春 
日本育種学会グループ研究集会「生物進化・細胞遺

伝談話会」世話人：木庭卓人（千葉大）、森直樹

（平成17～19年） 
第77回日本遺伝学会年次大会ミニシンポジウム「植

物における種間交雑と倍数体化の遺伝学」（平成

17年９月、東京）世話人：那須田周平（京都大

院）、宅見薫雄. 
第78回日本遺伝学会年次大会ワークショップ「栽培

植物の遺伝学：種間雑種、倍数性進化、多様性」

（平成18年９月、つくば）世話人：松岡由浩（福

井県立大）、宅見薫雄 
国立遺伝学研究所研究集会「植物種内多様性研究の

最前線：進化、生態、リソース、情報」（平成19
年６月２９〜３０日、三島）代表：宅見薫雄 

第39回種生物学会シンポジウム「作物の進化はどこ

までわかってきたか、今日的到達点」（平成19
年11月30 – 12月2日、神戸）オーガナイザー：

石井尊生、森直樹 
 

 
社会活動 
兵庫工業会バイオテクノロジー研究会会長：中村千

春（平成17～19年度） 
兵庫工業会農工連携研究会会長：中村千春（平成17

～19年度） 
井植文化賞（科学部門）審査委員：中村千春（平成

17～19年度） 
兵庫県文化賞（科学部門）審査委員：中村千春（平

成17～19年度） 
篠山市・神戸大学農学部地域連携推進会議議長：中

村千春（平成17～19年度） 
（財）新産業創造研究機構 TLOひょうご運営協議

会委員：中村千春（平成17～19年度） 
（財）新産業創造研究機構 兵庫県産学官連携イノ

ベーションシステム事業推進協議会委員：中村

千春（平成17～19年度） 
神戸市農漁業ビジョン2010推進会議委員：中村千春

（平成17～19年度） 
 

 
 
 
細胞機能構造学 
 病原菌の病原性因子の解析を電子顕微鏡法、生化学法、分子生物学法を用いて行った。（１）、いもち病菌の

細胞外物質(ECM)の化学組成を免疫組織化学法と免疫電顕を用いて調査した。その結果、菌の感染器官から分

泌されたECMは、哺乳類の細胞接着因子(collagen VI, fibronectin, vitronectin, laminin)の抗体と細胞膜貫通型タン

パク質(integrin)の抗体に陽性反応を示した。そのためECM に細胞接着因子様物質と integrin 様物質が存在する

ことが分かった。細胞接着因子は collagenaseにより特異的に分解されることが分かっているので、宿主葉に成

長させた菌の感染器官に collagenaseを処理すると葉表面から剥離することを観察した。胞子懸濁液に本酵素を

添加して宿主葉に接種したところ、病班形成が抑制された。（２）、ナシ黒斑病菌の付着器から生じた貫穿菌糸

に活性酸素が生成することを明らかとした。この活性酸素を抗酸化剤で消去すると菌は感受性誘導した抵抗性

ナシ葉に感染できなくなった。この結果は貫穿菌糸の侵略に活性酸素が関っていることを示唆する。本菌の
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NADPH oxidaseのNox A遺伝子破壊株とRNAサイレンシング株を作製して、両株を感受性誘導した抵抗性ナ

シ葉に接種すると、完全に感染を阻止できなかった。一方、パラログ遺伝子に相当するNox B遺伝子破壊株を

作製したところ、感染が阻止された。この結果は、NoxB遺伝子が病原力発揮に重要であることが明らかとなっ

た。（３）、ナシ黒斑病菌のAK 毒素は宿主細胞膜に傷害応答を特異的に引き起こすと考えられてきたが、毒素

により宿主は一方的に殺されている訳でないことが分かった。毒素により宿主の細胞膜変性部には多量の細胞

膜由来の膜片が形成された。急速凍結固定によりこの膜片は電顕試料作製中にできる人工産物でなく、病理学

的反応物であることが分かった。この膜片に生じた活性酸素により宿主細胞膜画分に過酸化脂質が形成された。

このことから膜片の活性酸素は膜脂質の過酸化を引き起こすことが分かった。有害な過酸化膜脂質は細胞外へ

放出され、宿主細胞は毒素傷害を修復していることが明らかとなった。（４）、植物病原糸状菌の耐久体として

知られている菌核の形成機構について細胞学的に解析を行った。活性酸素種の消去剤として知られているアス

コルビン酸を処理することにより菌核形成が抑制されたことにより、菌核形成の制御は活性酸素の生成が関与

していることが示唆された。（５）、ナシ黒星病菌の侵入行動について、特にペクチン層の分解様式を電子顕微

鏡解析によって明らかとした。また、抵抗性品種や抵抗性誘導薬剤処理したナシ葉におけるナシ黒星病抵抗性

機構についても細胞学的観察を行い、ペクチン分解の阻止機構や病原菌細胞を崩壊させる機構の存在を明らか

とした。（６）、電子顕微鏡技術の向上を目指し、樹脂混合比の検討や新たな固定法（酸素バブリング固定法）

の開発や酢酸ウラン染色を代替できる塩化ハフニウム染色法の開発などに取り組んだ。 
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性酸素種の電顕定量法、,医学生物学電子顕微鏡
技術学会第 23 回学術講演会および総会講演要旨
集、p.45. 

玄康洙、森田雄一、篠木武、池田健一、中屋敷均、
朴杓允、(2007) ナシ黒斑病菌における活性酸素種
(ROS)生成遺伝子NoxBの機能解析、平成19年度
日本植物病理学会関西部会演要旨予稿集、p.21. 

池田健一、田中正起、村田聡樹、椎名宏太、土佐幸
雄、眞山滋志、朴 杓允、中屋敷均、(2007) いも
ち病菌のシトシンDNAメチル化は 同菌の生活
環において必須ではない、平成 19 年度日本植物
病理学会関西部会演要旨予稿集、p.24. 

井上加奈子、池田健一、朴 杓允 (2007) いもち病
菌の胞子発芽における接着能力、成 19 年度日本
植物病理学会関西部会演要旨予稿集、p.26. 

井上加奈子、池田健一、朴杓允、(2007) いもち病菌
感染器官の各種阻害剤処理による剥離効果、平
成19年度日本植物病理学会大会演要旨予稿集、
p.70. 

玄康洙、篠木武、池田健一、中屋敷均、朴杓允 (2007)  
ナシ黒斑病菌の貫穿菌糸における活性酸素種
（ROS）生成遺伝子 NoxA の機能解析、平成 19
年度日本植物病理学会大会演要旨予稿集、p.83. 

細木直樹、中馬いづみ、篠木武、池田健一、中屋敷
均、眞山滋志、土佐幸雄、朴杓允 (2007) いもち
病菌小型分生子の病理学的役割を解明するため
の基礎調査、平成19年度日本植物病理学会大会
演要旨予稿集、p.85. 

古屋典子、井出洋一、中村仁、池田健一、松本直幸
（2007）トラップ法による白紋羽病菌舞妓ウイ
ルスの探索．平成１９年度日本植物病理学会大
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会講演要旨予稿集、p. 65. 
玄康洙、森田雄一、篠木武、池田健一、中屋敷均、

朴杓允、(2007)  ナシ黒斑病菌における活性酸
素種(ROS)生成遺伝子 NoxB の機能解析、平成
19 年度日本植物病理学会関西部会演要旨予稿
集、p.21. 

池田健一、田中正起、村田聡樹、椎名宏太、土佐幸
雄、眞山滋志、朴 杓允、中屋敷均、(2007) いも
ち病菌のシトシン DNA メチル化は 同菌の生活
環において必須ではない、平成 19 年度日本植物
病理学会関西部会演要旨予稿集、p.24. 

井上加奈子、池田健一、朴 杓允 (2007) いもち病
菌の胞子発芽における接着能力、成 19 年度日本
植物病理学会関西部会演要旨予稿集、p.26. 

Inoue, K., Ikeda, K. Park, P. (2007) Possible roles 
of  the ectracellular  matrix  (ECM)  from 
Magnaporthe  oryzae during the fungus-host 
adhesion. The 4th International rice blast conference , 

Changsha, Hunan, China Oct. 9-14, p.81. 
Ikeda, K., Shi-na, K., Kadotani, N., Tanaka, M., Murata T., 

Chuma I., Tosa, Y., Park, P., Mayama S., Nakayashiki, 
H. (2007) MoDim2, the Magnaporthe oryzae 
methyltransferase orthologous to Neurospora crassa 
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4th International rice blast conference, Changsha, 
Hunan, China Oct. 9-14, p.29. 

吉田秦一郎、小山洋一、飯島昌克、朴杓允、松本慎
吾、阿江教治（2008）土壌中に蓄積する PEON
（リン酸緩衝液抽出物）の植物による直積的吸
収の証明、第49回日本植物生理学会 

 
 
 
3. 博士・修士号取得者の氏名および論文題名
博士号取得者 
平成18年3月 
清水直人：AK毒素Ⅰにより誘導された宿主に二ホン

ナシにおける細胞膜変性に伴う活性酸素種生成
の生化学的・細胞学的解析 

平成19年3月 
姜 山：ナシ黒星病菌の感染に対するアジアナシと

セイヨウナシの細胞応答に関する細胞学的研究 
 

修士号取得者 
平成18年3月 
井上加奈子: 植物病原糸状菌の感染器官から分泌さ

れる細胞接着因子様物質と integrin様物質の形成
機序に関する免疫化学的研究 

玄康洙：ナシ黒斑病菌の感染器官における活性酸素
種の生成制御に関する電子顕微鏡的解析 

平成19年3月 
兪耀星：非病原菌に対するニホンナシの抵抗性機構

に関する電子顕微鏡解析 
 
 

 
 

4. その他の学術研究活動 

学術講演会の開催 
池田健一（世話人）：柿澤茂行（東京大学農学生命科

学研究科）植物病原細菌ファイトプラズマのゲ

ノムから読み取る退行的進化と寄生戦略（2006
年11月）（インターゲノミクスセミナー，農学部

B401教室） 

池田健一（世話人）：鈴木信弘（岡山大学資源生物科

学研究所）クリ胴枯病菌を抑えるRNAウイルス

の分子生物学（2007 年 11 月）（インターゲノミ

クスセミナー，農学部B401教室） 

 
研究助成金 
植物試料作製法に関する研究：三菱ウエルファーマ

株式会社：科学寄附金、2005年度 
厚生省 HIV 母子感染に関する研究：東京大学保健衛

生学部牛島廣治研究班の研究分担員 
   2004年度～2006年度 
植物試料作製法に関する研究：電顕講習会参加者か

らの科学寄附金 2005年度 
植物試料作製法に関する研究：Sysmex 株式会社：科

学寄附金 2006年度 

基盤研究B (代表：朴杓允)：植物病害における病原性
因子の役割に関する電子顕微鏡・生化学解析 

 2006年度～2007年度 
基盤研究B (分担：朴杓允)：ニホンナシ自家不和合性

を制御する S 遺伝子座の分子遺伝学的・組織学
的解剖 2007年度 

神戸大学若手研究者育成支援経費：新研究領域「イ
ンターゲノミクス」の創生支援 2006年度 

神戸大学若手研究者育成支援経費：新研究領域「イ
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ンターゲノミクス」の支援プログラム  
2007年度 

若手研究B （池田健一）：植物病原糸状菌の葉面接着
制御による病害防除法の基盤整備 2007年度 

 
学外研究機関との共同研究 
2004年度 
農業環境技術研究所殺菌剤動態研究室：石井英夫：ナ

シ黒星病菌の抵抗性機構に関する研究 
東京大学大学院医学系研究科発達医科学教室：牛島

廣治：アストロウイルスの増殖に関する免疫電
顕解析 

東京大学大学院医学系研究科発達医科学教室：牛島
廣治：HIVの co-receptorの電顕解析 

厚生省：HIV 母子感染機構における胎盤の電子顕微
鏡解析 

農業技術センター：相野公孝：PGPR 菌の防除機構発
現に関する電子顕微鏡解析 

香川大学農学部：秋光和也：ラフレモン細胞融合体
に対する宿主特異的毒素(ACR 毒素)の作用機構
に関する電子顕微鏡解析 

京都大学農学部：宮川 恒：ナシ黒斑病菌病の AK
毒素 I誘導体の構造活性 

金沢医科大学：栗原孝行：エネルギーフィルター電
顕の応用研究に関するプロジェクト 

日新EM 社：丸田節雄氏：電子顕微鏡樹脂Spurr 樹脂
に代わるQuetol 651の開発 

日本ファーマフーズ株式会社：源伸介、カテキンによ
る細胞サイクル制御に関する電子顕微鏡解析 

日本ファーマフーズ株式会社：源伸介、カテキンの媒
染効果に関する研究 

本田龍力酒造：朴杓汝、蒸し米デンプンの電子顕微鏡
解析 

医学生物学電子顕微鏡技術学会：酢酸ウラン代用染色
剤の探索 

高知大学：病原細菌接種したレタスにおける活性酸素
の検出 

神戸大学：葉緑体突然変異体アラビドプシスにおける
色素体の電顕解析 

 
2005年度 
Masey Univerity: Bary Scott 教授との協同研究、

endophyteの活性酸素の検出 New Zealand 
農業環境技術研究所殺菌剤動態研究室：石井英夫：ナ

シ黒星病菌の抵抗性機構に関する研究 
東京大学大学院医学系研究科発達医科学教室：牛島廣

治：アストロウイルスの増殖に関する免疫電顕解
析 

東京大学大学院医学系研究科発達医科学教室：牛島廣
治：HIV のco-receptor の電顕解析 

厚生省：HIV 母子感染機構における胎盤の電子顕微鏡
解析 

農業技術センター：相野公孝：PGPR 菌の防除機構発
現に関する電子顕微鏡解析 

香川大学農学部：秋光和也：ラフレモン細胞融合体に
対する宿主特異的毒素(ACR 毒素)の作用機構に
関する電子顕微鏡解析 

京都大学農学部：宮川恒：ナシ黒斑病菌病のAK毒素I 

の誘導体の構造活性 
金沢医科大学：栗原孝行：エネルギーフィルター電顕

の応用研究に関するプロジェクト 
日新EM 社：丸田節雄氏：電子顕微鏡樹脂Spurr 樹脂

に代わるQuetol 651の開発 
日本ファーマフーズ株式会社：源伸介、カテキンによ

る細胞サイクル制御に関する電子顕微鏡解析 
日本ファーマフーズ株式会社：源伸介、カテキンの媒

染効果に関する研究 
本田龍力酒造：朴杓汝、蒸し米デンプンの電子顕微鏡

解析 
医学生物学電子顕微鏡技術学会：酢酸ウラン代用染色

剤の探索 
神戸大学：葉緑体突然変異体アラビドプシスにおける

色素体の電顕解析 
 
2006年度 
Masey Univerity: Bary Scott 教授との協同研究、

endophyteの活性酸素の検出  New Zealand 
農業環境技術研究所殺菌剤動態研究室：石井英夫：

ナシ黒星病菌の抵抗性機構に関する研究 
東京大学大学院医学系研究科発達医科学教室：牛島

廣治：アストロウイルスの増殖に関する免疫電
顕解析 

東京大学大学院医学系研究科発達医科学教室：牛島
廣治：HIVの co-receptorの電顕解析 

厚生省：HIV 母子感染機構における胎盤の電子顕微
鏡解析 

農業技術センター：相野公孝：PGPR菌の防除機構発
現に関する電子顕微鏡解析 

香川大学農学部：秋光和也：ラフレモン細胞融合体
に対する宿主特異的毒素(ACR 毒素)の作用機構
に関する電子顕微鏡解析 

京都大学農学部：宮川 恒：ナシ黒斑病菌病の AK
毒素 I誘導体の構造活性 

金沢医科大学：栗原孝行：エネルギーフィルター電
顕の応用研究に関するプロジェクト 

日新EM社：丸田節雄氏：電子顕微鏡樹脂Spurr樹脂
に代わるQuetol 651の開発 

日本ファーマフーズ株式会社：源伸介、カテキンに
よる細胞サイクル制御に関する電子顕微鏡解析 

日本ファーマフーズ株式会社：源伸介、カテキンの
媒染効果に関する研究 

本田龍力酒造：朴杓汝、蒸し米デンプンの電子顕微
鏡解析 

医学生物学電子顕微鏡技術学会：酢酸ウラン代用染
色剤の探索 

神戸大学：葉緑体突然変異体アラビドプシスにおけ
る色素体の電顕解析 

神戸大学：植物組織での PEON 局在に関する免疫組
織化学解析 
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2007年度 
Masey Univerity: Bary Scott 教授との協同研究、

endophyte の突然変異体における活性酸素の検出  
New Zealand 

農業環境技術研究所殺菌剤動態研究室：石井英夫：
ナシ黒星病菌の抵抗性機構に関する研究 

農業環境技術研究所生物生態機能研究領域：對馬誠
也：葉面微生物のスクリーニング 

農業技術センター：相野公孝：PGPR菌の防除機構発
現に関する電子顕微鏡解析 

香川大学農学部：秋光和也：ラフレモン細胞融合体
に対する宿主特異的毒素(ACR 毒素)の作用機構
に関する電子顕微鏡解析 

京都大学農学部：宮川 恒：ナシ黒斑病菌病の AK

毒素 I誘導体の構造活性 
金沢医科大学：栗原孝行：エネルギーフィルター電

顕の応用研究に関するプロジェクト 
日本ファーマフーズ株式会社：源伸介、カテキンの

媒染効果に関する研究 
医学生物学電子顕微鏡技術学会：酢酸ウラン代用染

色剤の探索 
神戸大学：植物組織での PEON 局在に関する免疫組

織化学解析 
神戸大学：根粒菌に関する電子顕微鏡研究 
神戸大学：コムギにおける hybrid 壊死に関する電顕

解析 
 

 
受賞 
平成16年度医学生物学電子顕微鏡技術学会功労賞 
 （朴杓允） 
平成17年度医学生物学電子顕微鏡技術学会学会賞技

術部門受賞 
 （朴杓允） 
平成18年度日本植物病理学会賞受賞 

（朴杓允） 

平成18年度日本植物病理学会学術奨励賞受賞 
 （池田健一） 
平成19年度日本植物病理学会学生優秀発表賞 

（玄康洙） 
平成19年度在日朝鮮人科学者協会発表優秀賞 

（玄康洙） 

 
学会活動 
2004年度 
医学生物学電子顕微鏡技術学会 常務理事 
医学生物学電子顕微鏡技術学会 理事 
医学生物学電子顕微鏡技術学会 編集委員長 
医学生物学電子顕微鏡技術学会第20回講演会及び総

会、実行委員、(2004) 
8th APEM 植物病理学分野のオルガナイザー、(2004), 

金沢開催 
第 17 回電子顕微鏡技術研修会, 電顕 artifact の講演, 

大垣、(2004)  
医学生物学電子顕微鏡技術学会第20回講演会及び総

会、実行委員、2004/4/23 日～25 日、大成学院
大学 

電顕講習会、(2004), 神戸学大学院自然科学研究科、
参加 18 名、神戸大学学生 12 名、会社 4 名, 11
月19日～21日 

 
2005年度 
医学生物学電子顕微鏡技術学会常務理事 
医学生物学電子顕微鏡技術学会理事 
医学生物学電子顕微鏡技術学会編集委員長 
5th International Symposium of electron microscopy for 

medicine and biology, 植物病理学分野のオーガナ
イザー、(2005), 河北医科大学開催、中国 

医学生物学電子顕微鏡技術学会第21 回講演会及び総
会、2005/4/23 日～25 日 

電顕講習会(2005)神戸大学大学院自然科学研究科,参
加21 名,神戸大学学生8名,会社8名、他大学5名,11
月11 日～13 日 

 
2006年度 
医学生物学電子顕微鏡技術学会 常務理事 
医学生物学電子顕微鏡技術学会 理事 
医学生物学電子顕微鏡技術学会 編集委員長 
電顕講習会 (2006) 神戸大学大学院自然科学研究科, 

参加26名, 神戸大学学生14名, 会社5名、他大
学3名,その他6名,10月28日～30日 

 
2007年度 
医学生物学電子顕微鏡技術学会 常務理事及び理事 
医学生物学電子顕微鏡技術学会 学術委員長 
日本植物病理学会夏の学校講師、(京都) 8月9日～11

日、朴杓允 
医学生物学電子顕微鏡技術研修会実行委員8月17日

～19日（京都）、朴杓允・池田健一 
電顕講習会 (2007) 神戸大学大学院農学研究科、神戸

大学10名、民間７名、他大学3名、10月末 
   

 
社会活動 
朴杓允：神戸大学教職員組合委員長（2004年） 
朴杓允：神戸大学教職員組合過半数代表者（2004-2006

年） 
朴杓允：岡山大学農学部学内COE評価委員（2005年） 

朴杓允：名古屋大学生命農学研究科非常勤講師（2006
年） 

朴杓允：電顕技術の指導（Sysmex社）（2006年） 
朴杓允：明治大学兵庫県父母会会長（2006年） 
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朴杓允：明治大学兵庫県父母会顧問（2007年） 
朴杓允：鳥取大学農学部非常勤講師（2007年） 
池田健一：神戸大学全学安全衛生委員（2007年） 

池田健一：国際協力事業団（植物保護のための総合
防除集団研究コース）（2007年） 

 
特許 
川崎信二、池田健一、平野恒：ロイシンリッチリピ

ート（LRR）配列等反復配列を利用した新規タ
ンパク質の作製方法、並びにそれにより得られ

る新規タンパク質及び新規タンパク質をコード
する遺伝子 PSK0602070（出願中）. 

 
 
 
細胞機能制御学  
細胞の情報伝達は、細胞外分子の認識（受容）、そして、細胞内への分子情報の伝達、最終的には、細胞のレ

ベルを外界の状況に順応させるための遺伝子の発現という主たる三つの段階が存在します。即ち、アンテナ分

子（受容体）による認知、タンパク質分子の形状変化や相互作用を伴う情報の伝達、遺伝子の転写とタンパク

質への発現過程に分解できます。 
本研究室では、上述した三つの要因の中でも、第二番目の分子の形状変化を伴う情報変換に関しての研究を

進めています。タンパク質の分子の形状の変化はそれを構成する特定のアミノ酸のリン酸化によっても成就さ

れます。そこで、タンパク質リン酸化酵素の機能解析をおこない、光合成生物細胞の情報伝達機構の解明をと

うして、生物の環境適応能の理解に努めようとしています。 
 

 

1. 公表学術論文

原著論文 
Tabuchi, T., Kawaguchi, Y., Azuma, T., Nanmori, T. and 

Yasuda, T. (2005) Similar regulation patterns of 
choline monooxygenase, phosphoethanolamine 
N-methyltransferase and S-adenosyl-L-methionine 
synthetase in leaves of the halophyte Atriplex 
nimularia L. Plant &Cell Physiology, 46, 505-513. 

Azuma, T., Okita, N., Nanmori, T. and Yasuda, T. (2005) 
Changes in cell-wall-bound phenolic acids in the 
internodes of submerged floating rice. Plant 
Production Science, 8(4), 441-446. 

Azuma, T., Okita, N., Nanmori, T. and Yasuda, T. (2005)  
Relationship between the deposition of phenolic acid 
into cell walls and the cessation of rapid growth in 
internodes of floating rice. Plant Production Science,  
8(4), 447-453. 

Azuma, T., Okita, N., Nanmori, T.,  Yasuda,T. (2005) 
Effects of phenolic acids on gibberellin-induced 
internodal  elongation of floating rice. Japanese 
Journal of Tropical Agriculture 49(3). 

Hadiarto, T., Nanmori, T. Matsuoka, D., Iwasaki, T., Sato, 
K., Fukami, Y., Azuma, T. and Yasuda, T. (2006) ：
Activation of Arabidopsis MAPK kinase 

kinase(AtMEK1) and induction of 
AtMEKK1-AtMEK1 pathway by wounding. Planta  
223, 708-713. 

Tabuchi, T., Okada, T., Takashima, Y., Azuma, T., Nanmori, 
T., Yasuda. T. (2006)：Transcriptional response of 
glycinebetaine-related genes to salt stress and light in 
leaf beet.  Plant Biotechnology 23, 317-320. 

Tabuchi, T., Okada, Y., Azuma, T., Nanmori, T., Yasuda. T. 
(2006) ： Posttranscriptional Regulation by the 
upstream open reading frame of 
phosphoethanolamine N-methyltransferase gene ：
Biosci.Biotechnol.Biochem. 70(9), 2330-2334. 

Matsuoka, D., Hadiarto, T., Nanmori, T(2007) Cell 
signaling and response via mitogen-activated protein 
kinase (MAPK) cascade in Arabidopsis, Plant Stress, 
1 (1): 113-117. 

Sasayama, D., Azuma, T., Nanmori, T.and Yasuda,T. 
(2007) Involvement of acid-induced growth and 
expansin action in the internodal elongation of 
submerged floating rice. Jpn.J.Trop.Agr, 51(3): 
95-101. 

 
 

2. 学術講演
多淵知樹，川口祐介，東 哲司，南森隆司，安田武

司（2004）塩ストレス下の塩生植物 Atriplex 
nummularia に お け る S-adenosylmethionine 
synthetaseの発現誘導．日本植物生理学会2004年
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度年会講演要旨集，p.130. 
多淵知樹，井上堅太郎，佐々木正浩，東 哲司，南森

隆司，安田武司（2004）アカザ科の植物のグリシ
ンベタイン合成に関わる酵素の転写誘導に関す
る研究，日本植物細胞分子生物学会 2004 年度年
会講演要旨集，p.193. 

多淵知樹，岡田知之，高島悠平，井上堅太郎，佐々
木正浩，東哲司，南森隆司，安田武司（2005）
アカザ科植物におけるグリシンベタイン合成に
関わる遺伝子の転写制御．第46 回日本植物生理
学会年会（新潟） 

笹山大輔，東哲司，南森隆司，安田武司（2005）浮
稲節間組織における酸が誘導する生長と細胞壁
の伸展性．第 159 回近畿作物・育種研究会例会
（神戸） 

Toto Hadiarto, Tetsushi Azuma, Takashi Nanmori, Takeshi 
Yasuda (2005) Identification of Substrate Specificity 
and Downstream Events of Arabidopsis AtMEKK1
日本植物生理学会 2005 年度年会講演要旨集，

p.325 
多淵知樹，岡田知之、高島悠平、井上堅太郎、佐々

木正浩、東哲司、南森隆司、安田武司(2005) ア
カザ科植物におけるグリシンベタイン合成に関
わる遺伝子の転写制御．日本植物生理学会 2005
年度年会講演要旨集、p331 

Toto Hadiarto, Daisuke Matsuoka, Tetsushi Iwasaki, 
Ken-ich Sato, Yasuo fukami, Takeshi Yasuda and 
Takashi Nanmori(2005) 

Activation of Arabidopsis MAPK Kinase 
Kinase(AtMEKK1) and induction of 
AtMEKK1-AtMEK1 pathway by wounding．日本生
化学会近畿支部大会講演要旨集平成１７年５月
２８日      

笹山大輔，東 哲司，南森隆司，安田武（2006）浮
稲節間の慎重停止に伴うエクスパンシン活性反
応性の変化．第221回日本作物学会講演会要旨・
資料集，pp. 166-167.

 
3. 博士・修士号取得者の氏名および論文題名 
博士 
（平成17 年9 月） 
Toto Hadiarto: Study for Mitogen-Activated Protein Kinase 
(MAPK) cascade in Arabidopsis thaliana: activation of the 
AtMEKK1-AtMEK1-AtMPK4 signaling upon wounding 
修士 
（平成17 年3 月） 
笹山大輔：浮稲節間の伸長における細胞壁タンパク質
エクスパンシンの役割 
（平成18年3月） 
難波文男：モデル植物シロイヌナズナにおけるMAPK
カスケード(AtMEK1カスケード)の活性制御機構につ

いて 
山垣内孝博：モデル植物シロイヌナズナ由来の細胞内
シグナル伝達分子MAPキナーゼの活性化と基質特異
性について 
（平成19年3月） 
林  文 勇 ： Characterization of Arabidopsis 
MAPK(AtMPK13) and its upstream activator. 
西村佳七子：シロイヌナズナのMAPキナーゼ
(AtMPK12)経路の検索 
袁 泉：シロイヌナズナの TDY 型 MAP キナーゼ
(AtMPK9)の活性化について 

 
 

4．その他の学術研究活動

研究助成金 
基盤研究 (B) ：塩生植物における環境ストレス応答機

能とプロテインキナーゼによる制御 
研究分担者（代表者 安田武司）平成15年～平成17年
度 
 
神戸大学教育活性化支援経費 
2004 年度：全学共同利用 DNA マイクロアレイの作

成とその利用をつうじた学内シーズの形成 研究分

担者（代表者 深見 泰夫） 

 
2005 年度：環境応答遺伝子の発現解析をつうじた学

内シーズの形成 
研究分担者（代表者 深見 泰夫） 
 
2006 年度：環境残留化合物の分子作用基盤の解析な

らびに生物酵素を用いた負荷軽減法の開発 研究分

担者（代表者 星 信彦） 
 

 
学外研究機関との共同研究 
植物のMAPKカスケードに関する共同研究 

Andreas Bachmair (Max Planck Institute for Plant 
Breeding, Research Department of Plant 
Developmental Biology) 
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学会活動 
日本応用糖質科学会近畿支部評議員 
 

 
 
環境物質科学 

(1) ナノバイオテクノロジーを用いた生体関連物質の環境科学への利用に関する分子生物学的研究 
生体内では、生物が固有に有している運動機能をナノレベルで精密かつ緻密に制御することにより複雑な生

命機能を維持している。近年、バイオ研究と工学の有機的な連携が急速に発展したことにより、従来では考え

られなかった新たな異種研究分野が発達してきた。本研究室では、いわゆる“ナノバイオノロジー”と呼ばれ

るこれらの技術を用い、生体関連物質および農薬などの環境化学物質の環境中での動態を観察、制御するため

の新しい方法などを研究している。特に、近年ではナノテクノロジーを用いた食品・環境化学物質の安全性評

価に関わる新たな評価系を目指したナノバイオセンサーの研究を中心に行っている。 
(2) チトクロームP450のバイオダイバシティとバイオテクノロジーに関する研究 

生物と環境の係わりに関与する遺伝子を環境遺伝子と呼ぶ。その代表例がチトクロームP450である。チト

クロームP450は微生物、植物、動物などの生物界に広く分布し、極めてバイオダイバシティーに富んでおり、

しかも、多様な分子種から成り、その機能はシグナル物質やホルモンなどを含む二次代謝物の生合成並びに

外来脂溶性異物の代謝に関与しており、極めて多岐に渡っている。植物には、例えば、シロイヌナズナには

273、また、イネには458種のP450遺伝子が存在し、それらの多くは機能が不明である。そこで、新規のP450
遺伝子をクローニングし、それらを大腸菌、植物などに発現させることにより、幅広い基質特異性を利用し

た“能動的化学物質転換系”を創製し、ポスト・ゲノム時代のケミカルバイオロジー研究分野へと発展させ

る新しい研究を行っている。 
(3) 生物機能を利用した難分解性有機汚染物質のバイオアッセイと負荷軽減に関する研究 

環境負荷化学物質、特にダイオキシン類、内分泌攪乱化学物質（いわゆる環境ホルモン）類及びある種の残

留農薬は、近年環境を広く汚染し、食物連鎖を通して生態系や人の健康へ影響を及ぼしている。そこで、これ

ら環境負荷化学物質を汚染現場でモニタリングする新技術の開発は重要である。私達は、これら化学物質を特

異的に認識する動物由来の受容体を植物に付与・発現し、その形質転換植物を用いて環境負荷化学物質のバイ

オアッセイを試みている。さらに、哺乳動物はこれら化学物質に対する負荷軽減機能が発達しており、それら

を未発達な植物に導入することにより、広範囲から化学物質を吸収できる植物の有用な機能を利用した環境負

荷軽減型植物を作出することができる。植物を利用したバイオアッセイや負荷軽減技術の開発において、難分

解性有機汚染物質を効率よく吸収できるホストの利用は重要である。私達は、脂溶性化合物を高吸収する植物

の利用とメカニズムの解明に取り組んでいる。また、これら化学物質を特異的に結合するモノクローナル抗体

や遺伝子組換え抗体を用いて、環境サンプル中の極低濃度の環境負荷化学物質をモニタリングする酵素免疫化

学測定法を開発している。 
 
 

1. 公表学術論文 
著書
Inui, H., Sasaki, H., Kodama, S., Chua, N-H., and 

Ohkawa, H.(2005)：Monitoring of endocrine 
disruptors in transgenic plants carrying aryl 
hydrocarbon receptor and estrogen receptor 
genes. Ed. By J. M. Clark and H.Ohkawa, 

American Chemical Society, Washington D.C., 
U.S.A., pp.40-47 

大川秀郎、乾秀之、大川安信(2005)：８章バイオ

テクノロジー、８．２環境負荷化学物質の

浄化植物の開発、「環境保全型農業事典」、
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丸善株式会社、pp.681-686 
Inui, H., Gion, K., Utani, Y., and Ohkawa, H. 

(2007) ： Bioassay for persistent organic 
pollutants  in transgenic plants with Ah 

receptor and GUS  reporter genes. Pesticide 
Chemistry, Eds. By H. Ohkawa, H. Miyagawa 
and P. Lee, Wiley-VCH Verlag GmbH & Co. 
KgaA, Weinheim, Germany, pp.431-438 

 
原著論文
Tamaki, K., Imaishi, H., Ohkawa, H., Ohno K., and 

Sugimoto, M.（2005）: Cloning, expression in 
yeast, and functional characterization of 
CYP76A4, a novel cytochrome P450 of petunia 
that catalyzes (omega-1)-hydroxylation of lauric 
acid. Biosci Biotechnol Biochem. Feb.69 
(2):406-9 

Kawahigashi H., Hirose S., Inui H., Ohkawa H. and 
Ohkawa Y. (2005) ： Enhanced herbicide  
cross-tolerance in transgenic rice plants  
co-expressing human CYP1A1, CYP2B6,  and  
CYP2C19. Plant Science, 168, 773-781,  2005 

Koike, M., Sutoh, K., Kawakami, A., Torada, A., 
Oono, K. Imai, R. (2005): Molecular 
characterization of a cold-induced plasma 
membrane protein gene from wheat. Mol Genet 
Genomics. D01: 10.1007/s00438-005-0050-3  

Inui H., Yamada R., Yamada T., Ohkawa Y. and 
Ohkawa H. (2005)：A selectable marker using 
cytochrome P450 monooxygenases for 
Arabidopsis transformation. Plant Biotechnology, 
22,  281-286 

Hirose S., Kawahigashi H., Inoue T., Inui H.,  
Ohkawa H. and Ohkawa Y.(2005)：Enhanced  
expression  of  CYP2C9  and  tolerance  to  
sulfonylurea  herbicides  in  transgenic  rice  
plants.  Plant  Biotechnology,  22(2),  89-96 

Hirose S., Kawahigashi H., Ozawa K., Shiota N., Inui 
H., Ohkawa H. and Ohkawa Y.(2005)：Transgenic 
rice containing human  CYP2B6 detoxifies 
various classes of herbicides. Journal  of 
Agricultural and Food Chemistry, 53(9),  
3461-3467 

Uno, T., Nakao, A., Masuda, S., Taniguchi, Y., 

Kanamaru, K., Yamagata, H., Nakamura, M., 
Imaishi, H., and Oono, K. (2006): Modification of 
small molecules by using cytochrome P450 
expressed in Escherichia coli. J Ind Microbiol 
Biotechnol. 33, 1043-1050. 

Hirose, S., Kawahigashi, H., Tagiri A., Imaishi, H., 
Ohkawa, H., and Ohkawa, Y. (2007) 
Tissue-specific expression of rice CYP72A21 
induced by auxins and herbicides. Plant 
Biotechnology Reports 1, 27-36. 

Ueda, Y., Morigaki, K., Tatsu, Y., Yumoto, N. , and 
Imaishi,H. (2007) Immobilization and activity 
assay of cytochrome P450 on patterned lipid 
membranes. Biochem. Biophys. Res. Commun. 
355, 926-931. 

Kodama, S., Okada, K., Inui, H., and Ohkawa, H. 
(2007) ： Aryl hydrocarbon receptor 
(AhR)-mediated reporter gene expression systems 
in transgenic tobacco plants. Planta, 227(1), 
37-45 

Inui, H., Maeda, A., and Ohkawa, H. (2007)：
Molecular characterization of specifically active 
recombinant fused enzymes consisting of 
CYP3A4, NADPH-cytochrome P450 
oxidoreductase, and cytochrome b5. Biochemistry, 
46(35), 10213-10221 

Uno, T., Nakada, T., Okamoto, Y., Nakamura, M. 
Matsubara, M., Yamagata, H., Imaishi, H., 
Kanamaru, K., and Takagi, M. (2007) 
Determination of Phosphorylated Amino Acid 
Residues of Rab8 from Bombyx mori. Archives of 
Insect Biochemistry and Physiology in press 

 

その他の学術論文等

乾秀之(2005)：教育・情報公開・環境と農薬科学

「２１世紀農薬科学への提言」、日本農薬学

会誌、30(3)、307-308 
川畑順子、乾秀之、大川秀郎(2005)：植物バイオ

テクノロジーの新たなる挑戦、「環境モニ

タリング・浄化植物」、BIOINDUSTRY、シ

ーエムシー出版、22(8)、25-32 
Inui. H. and Ohkawa, H.(2005)：Herbicide resistance 

in transgenic plants with mammalian P450 
monooxygenase genes, Pest Management 

Science, 61, 286-291 
乾秀之(2007)：Biopesticides and Transgenic Crops、

日本農薬学会誌、32(Supplement)、pp.S18-S21 
乾秀之(2007)：Biomonitoring of POPs in Transgenic 

Flowering Plants 、 日 本 農 薬 学 会 誌 、

32(Supplement)、pp.S160-S161 
乾秀之(2007)：Biochemical Assays for POPs、日本

農薬学会誌、32(Supplement)、pp.S163-S164

 
 
2．学術講演
下村直史、乾秀之、大川秀郎(2004)：メダカ・エスト ロジェン受容体を付与・発現したシロイヌナズ
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ナにおける内分泌攪乱化学物質のモニタリング、
日本内分泌攪乱化学物質学会、第７回研究発表
会、名古屋 

乾秀之、佐々木秀明、Nam-Hai Chua、大川秀郎(2004)：
ヒト・エストロジェン受容体遺伝子系を付与・
発現した形質転換シロイヌナズナによる内分泌
攪乱化学物質のモニタリング、日本内分泌攪乱
化学物質学会、第７回研究発表会、名古屋 

藤本健司、今石浩正、佐々木満、滝川浩郷、乾秀之、
大野清春 (2004)：脂肪酸水酸化反応を触媒する
トウモロコシCYP78A1を発現させた組換え体シ
ロイヌナズ ナの解析、平成１６年度日本農芸化
学会関西支部第437回講演会、神戸 

今石浩正(2004)：新薬開発の超効率化法、平成１６年
度はりま産学交流会講演会要旨集 

Inui, H., Takakuma, K., and Ohkawa, H.(2004)：Molecular 
mechanism of induction of the tobacco CYP71A11 
gene by treatment with the herbicide bromoxynil, 7th 
International Symposium on Cytochrome P450 
Biodiversity and Biotechnology, Awaji-Yumebutai, 
Japan 

Inui, H., Sasaki, H., Kodama, S., Chua, N-H. and Ohkawa, 
H.(2004)：Monitoring of dioxins and endocrine 
disruptors in transgenic plants carrying aryl 
hydrocarbon receptor and estrogen receptor genes, 7th 
International Symposium on Cytochrome P450 
Biodiversity and Biotechnology, Awaji-Yumebutai, 
Japan 

Gion, K., Sasaki, H., Inui, H., Utani, Y., Kodama, S., Okada, 
K. and Ohkawa, H. (2004)：Engineering of transgenic 
tobacco plants carrying a recombinant guinea pig aryl 
hydrocarbon receptor gene for monitoring of dioxins, 
7th International Symposium on Cytochrome P450 
Biodiversity and Biotechnology, Awaji-Yumebutai, 
Japan 

乾秀之(2004)：エストロジェン受容体遺伝子系を付
与・発現した環境負荷化学物質モニタリング用
植物の開発、日本農芸化学会学会創立８０周年
記念シンポジウム、「明日の農芸化学を担う若
い力」、大阪 

武内哲也、西甲介、高井幹夫、乾秀之、三宅司郎、
今井哲弥、大川秀郎(2004)：コプラナーPCBの免
疫化学測定法、免疫化学測定法研究会第９回学
術集会、東京 

Inui, H. and Ohkawa, H. (2004)：Herbicide resistance in 
transgenic plants with mammalian P450 
monooxygenases, 227th ACS National Meeting, 
Anaheim, U.S.A. 

Y. Taniguchi, H.Imaishi, K.Masui, T.Uno, A.Nakao, 
T.Masuda, H. Yamagata, K. Oono（2005）：Study of 
Biocombinatorial chemistry using Cytochrome P450 
monooxygenase 第78回日本生化学会大会、神戸 

T. Kawanishi, H.Matumoto, M. Nagaya, N. Yumoto, H. 
Imaishi, K. Oono（2005）：Preparation of recombinant 
microtuble by using of mouse aipha- and bata-tubulin 
individually expressed in E.coli, 第78回日本生化
学会大会、神戸 

増田智子、中尾敦史、宇野知秀、谷口雄規、山形裕
士、金丸研吾、大野清春、今石浩正（2005）：１
原子酸素添加酵素チトクローム P450 を用いた
バイオコンビケムへの応用、第 21 回
Combinatorial Chemistry研究会 

今石浩正（2005）：「微生物変換系を用いた創薬支援
への P450 酵素の応用」JBA・一日神戸大学 微
生物バイオの新展開, 

今石浩正（2005）：超効率的微生物変換系の応用、神
戸大学産学官民連携フォーラム 

乾秀之(2005)：異物代謝酵素系を導入した形質転換植
物による環境負荷化学物質の負荷軽減技術の開
発、食と環境の安全を求めて：有害化学物質の
リスク評価と低減技術、つくば 

乾秀之(2005)：哺乳動物受容体遺伝子系を導入した形
質転換植物を利用した環境負荷化学物質のモニ
タリング法の開発、岡山大学・学内COEキック
オフシンポジウム、「資源生物を用いた地球環
境のモニター系の構築と環境保全への応用」、岡
山 

Hideyuki Inui(2005) ：  Monitoring of estrogenic  
chemicals in transgenic plants carrying ER and GFP 
genes, Workshop “Frontiers in Environmental 
Sciences“,  Kyoto, Japan 

乾秀之、下村直史、佐々木秀明、Nam-Hai  Chua、大
川秀郎(2005)：エストロジェン受容体遺伝子系
を付与・発現した形質転換シロイヌナズナにお
ける内分泌攪乱化学物質のモニタリング、2005
年度日本農芸化学会、札幌 

烏谷泰、祇園景子、乾秀之、殷熙洙、服部眞幸、荒
尾知人、遠藤正造、大川秀郎(2005)：マウス・
アリルハイドロカーボン受容体とβ‐グルクロ
ニダーゼレポーターの遺伝子系を導入した形質
転換タバコにおけるダイオキシン類のモニタリ
ング、2005年度日本農芸化学会、札幌 

土居史人,武内哲也,乾秀之,三宅司郎,大川秀郎
(2005)：ビスフェノール A に特異的な単鎖可変
領域抗体を用いたイムノアフィニティカラムの
開発、2005年度日本農芸化学会、札幌 

祇園景子、佐々木秀明、烏谷泰、乾秀之、大川秀郎
(2005)：ダイオキシン類に高い感受性を示すモ
ルモットのアリルハイドロカーボン受容体遺伝
子系を導入した形質転換植物の作出、2005年度
日本農芸化学会、札幌 

Taniguchi, Y., H.Imaishi, K.Masui, T.Uno, A.Nakao, 
T.Masuda, H. Yamagata, K. Oono（2005）：Study of 
Biocombinatorial chemistry using Cytochrome P450 
monooxygenase 第78回日本生化学会大会、神戸 

T. Kawanishi, H.Matumoto, M. Nagaya, N. Yumoto, H. 
Imaishi, K. Oono（2005）：Preparation of recombinant 
microtuble by using of mouse aipha- and bata-tubulin 
individually expressed in E.coli, 第78回日本生化学
会大会、神戸 

増田智子、中尾敦史、宇野知秀、谷口雄規、山形裕士、 
金丸研吾、大野清春、今石浩正（2005）：１原子
酸素添加酵素チトクロームP450 を用いたバイ
オコンビケムへの応用第21回 Combinatorial 
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Chemistry 研究会 
今石浩正（2005）：「微生物変換系を用いた創薬支援へ

のP450 酵素の応用」JBA・一日神戸大学 微生物
バイオの新展開 

今石浩正（2005）：超効率的微生物変換系の応用、神
戸大学産学官民連携フォーラム 

乾秀之(2005)：異物代謝酵素系を導入した形質転換植
物による環境負荷化学物質の負荷軽減技術の開
発、食と環境の安全を求めて：有害化学物質の
リスク評価と低減技術、つくば 

乾秀之(2005)：哺乳動物受容体遺伝子系を導入した形
質転換植物を利用した環境負荷化学物質のモニ
タリング法の開発、岡山大学・学内COEキック
オフシンポジウム、「資源生物を用いた地球環
境のモニター系の構築と環境保全への応用」、岡
山 

Hideyuki Inui(2005)： Monitoring of estrogenic chemicals 
in transgenic plants carrying ER and GFP genes, 
Workshop“Frontiers in Environmental Sciences“, 
Kyoto, Japan 

乾秀之、下村直史、佐々木秀明、Nam-Hai Chua、大川
秀郎(2005)：エストロジェン受容体遺伝子系を付
与・発現した形質転換シロイヌナズナにおける
内分泌攪乱化学物質のモニタリング、2005年度
日本農芸化学会、札幌 

烏谷泰、祇園景子、乾秀之、殷熙洙、服部眞幸、荒尾
知人、遠藤正造、大川秀郎(2005)：マウス・アリ
ルハイドロカーボン受容体とß-グルクロニダー
ゼレポーターの遺伝子系を導入した形質転換タ
バコにおけるダイオキシン類のモニタリング、
2005年度日本農芸化学会、札幌 

土居史人,武内哲也,乾秀之,三宅司郎, 大川秀郎
(2005)：ビスフェノールA に特異的な単鎖可変領
域抗体を用いたイムノアフィニティカラムの開
発、2005年度日本農芸化学会、札幌 

祇園景子、佐々木秀明、烏谷泰、乾秀之、大川秀郎
(2005)：ダイオキシン類に高い感受性を示すモ
ルモットのアリルハイドロカーボン受容体遺伝
子系を導入した形質転換植物の作出、2005年度
日本農芸化学会、札幌 

Hideyuki Inui, Natsuyo Oka and Hideo Ohkawa(2006)：
Remediation of simazine and 4-nonylphenol with 
transgenic plants carrying drug-metabolizing 
cytochrome P450 genes, 11th IUPAC International  
Congress of Pesticide Chemistry, Kobe, Japan 

Hideyuki Inui, Keiko Gion, Yasushi Utani and Hideo 
Ohkawa(2006) ： Bioassay of persistent organic 
pollutants in  transgenic plants with Ah receptor and 
GUS reporter  genes, 11th IUPAC International 
Congress of  Pesticide Chemistry, Kobe, Japan 

Hideyuki Inui(2006)：Monitoring of estrogenic compounds 
in  Transgenic plants carrying estrogen receptor and 
reporter genes, 11th IUPAC International Congress of  
Pesticide Chemistry, Kobe, Japan 

Hideyuki Inui(2006)：Phytoremediation of pollutants, 11th 
IUPAC International Congress of Pesticide 
Chemistry, Kobe, Japan 

Keiko Gion, Hideyuki Inui, Susumu Kodama, Hideaki 
Sasaki, Yasushi Utani, Heesoo Eun, Masayuki 
Hattori, Tomohito Arao, Shozo Endo, and Hideo 
Ohkawa(2006)：Engineering of the transgenic plants 
carrying the receptor-mediated reporter gene 
expression systems for bioassay of POPs, 11th IUPAC 
International Congress of Pesticide Chemistry, Kobe, 
Japan 

Hideo Ohkawa, Hideyuki Inui, and Yoshikazu 
Tanaka(2006): Bioassays for persistent organic 
pollutants (POPs) in transgenic plants carrying AhR 
and GUS reporter genes, 8th International 
Symposium on Cytochrome  P450 Biodiversity and 
Biotechnology, Swansea, UK 

乾秀之(2006)：植物と動物の特性を生かした環境汚染
物質のバイオアッセイと浄化、CAST クラブ第
２０回例会講演会、播磨 

Hideo Ohkawa, Hideyuki Inui and Yoshikazu 
Tanaka(2006) ： Monitoring of nano-level 
concentrations of persistent organic pollutants(POPs) 
in transgenic plants, 231th ACS National Meeting, 
Atlanta, U.S.A. 

乾秀之、祇園景子、烏谷泰、殷熙洙、服部眞幸、荒
尾知人、遠藤正造、大野清春、大川秀郎(2006)：
マウス及びモルモットのアリルハイドロカーボ
ン受容体遺伝子系を導入した形質転換植物によ
るダイオキシン類のモニタリング、2006年度農
芸化学会大会、京都 

川畑順子、祇園景子、児玉進、乾秀之、大川秀郎
(2006)：組換え型AhR/GUS遺伝子系を導入した
形質転換植物におけるダイオキシン類のバイオ
アッセイ、2006年度日本農芸化学会、京都 

上杉明里、乾秀之、土居史人、佐々木満、大野清春、
大川秀郎(2006)：有機リン系殺虫剤フェニトロ
チオンに対するモノクローナル抗体を用いたイ
ムノアフィニティーカラムの開発、日本農薬学
会第３１回大会、福岡 

岡夏世、乾秀之、大野清春、大川秀郎(2006)：哺乳動
物薬物代謝酵素シトクロム P450 の遺伝子を付
与・発現した形質転換植物による環境負荷化学
物質のファイトレメディエーション、日本農薬
学会第３１回大会、福岡 

乾秀之、祇園景子、大川秀郎(2006)：哺乳動物由来の
受容体を介したレポーター遺伝子発現系を用い
た残留性有機汚染物質のファイトモニタリング、
日本農薬学会第３１回大会、福岡 

天野百々江、飯田聡子、岩崎哲史、深見泰夫、乾秀
之、小菅桂子(2006)：マイクロアレイによる水
生植物ヒルムシロ属の高温ストレス応答の解析、
第５３回日本生態学会大会、新潟 

上田 佳弘、森垣憲一、達吉郎、湯元昇、今石浩正
(2007)：パターン化脂質膜に固定されたチトク
ロムＰ４５０を用いた酵素活性アッセイ法, 20
第３０回日本分子生物学会・第８０回日本生化
学会大会 合同大会、横浜 

上田 佳弘、森垣憲一、達吉郎、湯元昇、今石浩正 
(2007) ：Immobilization of cytochrome P450 on 
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micropatterned lipid bilayer substrates for the parallel 
assay of their activities、日本生物物理学会第４５
回年会、横浜 

森内寛、付学軍、宇野知秀、一色邦夫、廣末慎嗣、
今石浩正(2007) ：カセットプラスミドを用いた
ヒト P450 酵素タンパク質の大腸菌内安定発現
とその酵素化学的性質、日本農芸化学会関西支
部第453回講演会、京都 

乾秀之(2007)：植物と動物の特性を活かした環境汚染
物質の浄化、食と環境の安全を求めて：農林水
産生態系における有害化学物質、つくば 

乾秀之(2007)：驚異の植物、ズッキーニ！、産学パー
トナーズシップ事業、姫路 

乾秀之、若井丈人、祇園景子、金倫碩、殷熙洙(2007)：
残留性有機汚染物質を効率よく吸収するズッキ
ーニにおけるダイオキシン類の吸収・蓄積、日
本農薬学会第３２回大会、東京 

乾秀之、若井丈人、祇園景子、金倫碩、殷熙洙(2007)：

ズッキーニ品種における残留性有機汚染物質の
効率的な吸収に関する遺伝子の探索、2007年度
日本農芸化学会、東京 

祇園景子、若井丈人、金倫碩、殷熙洙、乾秀之、大
川秀郎(2007)：マウス及びモルモットのアリル
ハイドロカーボン受容体/レポーター遺伝子系
を導入した形質転換植物による残留性有機汚染
物質のバイオアッセイ、2007年度日本農芸化学
会、東京 

若井丈人、祇園景子、金倫碩、殷熙洙、乾秀之(2007)：
ズッキーニにおける残留性有機汚染物質の高吸
収に関する要因の探索、2007年度日本農芸化学
会、東京 

天野百々江、飯田聡子、岩崎哲史、深見泰夫、乾秀
之、小菅桂子(2007)：水生植物ヒルムシロ属に
おける高温ストレス順応性の比較、第５４回日
本生態学会大会、松山 

 
 

3．博士・ 修士号取得者の氏名及び論文題名 

１） 博士号取得者 
なし 

２） 修士号取得者 
（平成１７年３月） 
石倉至：Transgenic Plants Carrying Cytochrome P450 

Genes Involved in the Biosynthesis of Cyclic 
Hydroxamic Acids 

下村直史：Monitoring of endocrine disruptors with 
transgenic Arabidopsis plants carrying the 
recombinant medaka estrogen receptor genes 

武内哲也：Development of an enzyme-linked 
immunosorbent assay and immunoaffinity column 

chromatography for coplanar PCBs 
竹中眞美子：Molecular Function of Cytochrome P450 

Species Oxydizing Fatty Acids in Higher Plants 
藤本健司：Molecular Function of CYP78A1 in Higher 

Plants

（平成１８年３月） 
上杉明里：Clarification of relationship between 

molecular structure and function on 
single-chain variable fragment antibodies 
specific to the organophosphorus insecticides 
fenitrothion, parathion-methyl  and  
malathion 

岡夏世：Phytoremediation of persistent organic 
pollutants with transgenic plants carrying 
drug-metabolizing mammalian P450 genes 

烏谷泰：Development of in vivo and in vitro dioxin 
monitoring system with recombinant aryl 

hydrocarbon receptor genes 
土居史人：Development of immunoaffinity column 

chromatography and crystallization of scFv 
antibodies specific to environmental chemicals 

河西孝明：Engineering of chemical transport 
technology and chemical monitoring 
technology using nano-bio system of mammal 

（平成１９年３月） 
谷 明香：病虫害抵抗性遺伝子を発現する新機能

性イネの作出 
谷口雄規：Study on biocombinatorial chemistry for 

pharmaceutical science by E. coli cells 
expressing P450 genes 

堀井雅子：工業用付加価値のある水酸化脂肪酸を

生合成するＰ４５０分子種を発現する形質

転換イネの作出 
松本寛子：Drug transport system and drug 

distribution system applied to biological 
nanotechnology 

宮村貴志：Functional analysis of genes related to 
dwarf phenotype in the rice epigenetic mutants 

若井丈人：Clarification of absorption mechanism of 
persistent organic pollutants into Cucurbitaceae 
family
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4．その他の学術研究活動 
研究助成金 
（受託研究費） 
（独）農業・食品産業技術総合研究機構生物系特

定産業技術研究支援センター、今石浩正：食

品の安全性評価用超高感度ナノセンサーの

開発、平成１９年度～平成２３年度 
（独）農業・生物系特定産業技術研究機構九州沖

縄農業研究センター、今石浩正：イネ由来の

工業用高付加価値材料の生産・変換技術の開

発 
（独）農業生物資源研究所、大野清春、今石浩正：

多重酵素遺伝子群を用いた遺伝資源の評価

手法の開発 
（独）産業技術総合研究所、今石浩正：ナノバイ

オ技術研究に必要なタンパク質の調製法の

開発 
（独）農業・生物系特定産業技術研究機構作物研

究所、大野清春、今石浩正：病虫害抵抗性遺

伝子を発現した新機能性イネの作出と利用 
（独）農業環境技術研究所、乾秀之（代表）：農

林水産生態系における有害化学物質の総合

管理技術の開発、平成１５年度〜平成１９年

度 
（独）農業・生物系特定産業技術研究機構生物系

特定産業技術研究支援センター、乾秀之（分

担）、新事業創出研究開発事業、コンソーシア

ム２（２）：環境浄化・モニタリング植物の開

発、平成１２年度〜平成１６年度 
（独）新エネルギー・産業技術総合開発機構、乾

秀之（分担）、生物の持つ機能を利用した環境

中化学物質の高感度検出・計測技術の開発、

抗体・レセプター機能を利用した環境負荷化

学物質の高感度検出・計測機器の開発、平成

１５年度〜平成１６年度 
平成１８年度若手研究者育成支援経費、乾秀之

（分担）、環境変化に応答する遺伝子の機能解

析、平成１８年度 
平成１８年度教育研究活性化支援経費、今石浩正

（分担）、乾秀之（分担）、環境残留化合物の

分子作用基盤の解析ならびに生物酵素を用い

た負荷軽減法の開発、平成１８年度 

（科学研究費補助金） 
基盤研究 B、今石浩正（代表）：組織培養により

誘導される非メンデル遺伝をするホモ突然
変異体出現の分子機構の解明 

基盤研究 A(一般)、乾秀之（代表）：難分解性有

機汚染物質の超高感度モニタリング用の受
容体遺伝子系導入花卉植物の開発、平成１
７年度〜平成１９年度 

（奨学寄付金） 
（株）エベック奨学寄付金、乾秀之（代表）：ズ
ッキーニによる残留性有機汚染物質の吸収・蓄積

に関する研究助成、平成 19 年度

 
学外研究機関との共同研究 
今石浩正：（株）メルシャンとのＰ４５０共同研 究 
 
受賞 
ポスター賞（優秀賞）：天野百々江、飯田聡子、

岩崎哲史、深見泰夫、乾秀之、小菅桂子
(2006)：マイクロアレイによる水生植物ヒル
ムシロ属の高温ストレス応答の解析、第５３
回日本生態学会大会、新潟 

ポスター賞（優秀賞）：天野百々江、飯田聡子、

岩崎哲史、深見泰夫、乾秀之、小菅桂子
(2007)：水生植物ヒルムシロ属における高温
ストレス順応性の比較、第５４回日本生態学
会大会、松山 

 

 
学会活動 
乾秀之：7th International Symposium on Cytochrome 

P450 Biodiversity and Biotechnology現地実行
委員, Awaji-Yumebutai, Japan (2004) 

乾秀之： 11th IUPAC International Congress of 
Pesticide Chemistry現地実行委員, Kobe, Japan 
(2006) 

 
社会活動
乾秀之：（独）国際協力機構、集団研修コース：

環境負荷化学物質の分析技術及びリスク評
価、平成１６年度〜平成１９年度 

 
特許

植物の塊茎形成を制御するための塊茎形成制御 ベクター、塊茎形成が制御された植物の製造
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方法及び植物、発明者：清末知宏、小倉康裕、

乾秀之、出願人：国立大学法人香川大学、国

立大学法人神戸大学、出願日：2007年3月5
日、出願番号：特願2007-054588 

基板上に固定化された膜結合型チトクローム

P450の活性測定、発明者：今石 浩正、森垣 

憲一、達 吉郎、湯元 昇、出願人：国立

大学法人神戸大学、（独）産業技術総合研究

所 出願日：2007年2月6日、出願番号：特

願2007-027382、 
膜結合型P450発現用カセットプラスミド、発明

者：今石 浩正、宇野 知秀、出願人：国立

大学法人神戸大学、出願日：2006年5月11日、

出願番号：特願2006-132484、 
バイオコンビケムによる化合物ライブラリーの

効率的な生産方法、発明者：今石 浩正、宇

野 知秀、出願人：国立大学法人神戸大学、

出願日：2004年11月9日、出願番号：特願

2004-325353、 
内分泌攪乱化学物質モニタリング植物、その生産

に使用するDNA、発現ベクター、同植物の

生産方法、および、同植物を用いたモニタリ

ング方法、発明者：乾秀之、下村直史、大川

秀郎、出願人：国立大学法人神戸大学、出願

日：2004年11月2日、出願番号：特願

2004-319828、公開日：2006年5月25日、公開

番号：特開2006-129733 
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植物病理学 

植物病理学分野では、(1)エンバクの病害抵抗性機構の解析 (2)イネ科植物いもち病菌の種特異的寄生性決定

機構の解析 (3)植物生長促進性根圏細菌(PGPR)を用いた病虫害防除法の開発 (4)いもち病菌のゲノムレベルの

遺伝子制御機構と病原性関連遺伝子の解析 の４つの大きなテーマについて研究を行っている。本年度の課題ご

との主要な成果は次の通りである。 
(1)エンバクの病害抵抗性に伴う過敏感細胞死(HR)の過程における、ファイトアレキシンであるアベナスラミド

およびその合成遺伝子である HHT の発現・蓄積を細胞学的に精査した所、アベナスラミドは HR 細胞および

その隣接細胞との細胞壁に集積し、HHT遺伝子はHR細胞の隣接細胞において強く発現していることが明らか

となった。(2)コムギのコムギいもち病菌に対する抵抗性遺伝子を2つ見出し、Rmg2, Rmg3と命名した。(3) PGPR
菌FPT-9601およびFPH-9601を特異的に同定する手法として rep-PCR法を検討したが、極めて近縁のPGPR菌

とも明確に区別でき、高精度で同定可能であることが明らかとなった。 (4) RNAサイレンシングを用いて、い

もちゲノムに存在する37個のカルシウムシグナル蛋白質を網羅的にノックダウンし、複数の新規病原性関連遺

伝子を同定した。 
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池田健一・田中正起・村田聡樹・椎名宏太・土佐幸

雄・眞山滋志・朴杓允・中屋敷均 (2007) いもち

病菌のシトシンDNAメチル化は同菌の生活環

において必須ではない．平成19年度日本植物病

理学会関西部会講要 p.24. 
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成19年度日本植物病理学会関西部会講要 p.6. 

 
 
3. 博士, 修士号取得者の氏名および論文題名 

博士課程 
平成16年9月 
王艶青：Comparative studies on the induced resistance 

against microorganisms and insect pests in tomato and 
Arabidopsis. 

平成17年9月 
角谷直樹：イネ科植物いもち病菌におけるRNAサイ

レンシング機構の解析 
坂本勝：Analysis of signal transduction pathways of 

apoptotic cell death induced by the host-specific toxin, 
victorin.  

平成18年9月 
Vu Thi Bich Hau： Genetic and molecular analyses of 

resistance gene Rwt4 and its corresponding avirulence 
gene PWT4 involved in the interaction of wheat with 
an Avena isolate of Magnaporthe oryzae. 

 
修士課程 
平成17年3月 
磯部千尋：いもち病菌集団における染色体構造の多

様性と非病原性遺伝子座の変動 
大原裕美子：Arabidopsisにおける植物成長促進根圏

微生物（PGPR）の作用機構の解析 
岡村 薫：冠さび病菌感染におけるエンバクのファ

イトアレキシン生成蓄積機構の解析 
川崎聡美：エンバクの疾病防御応答に伴うアポトー

シスの細胞学的解析-特に角皮侵入型病原菌の感

染細胞について 
セン蘇文：BAC contigを用いたいもち病菌連鎖切断・

分岐点の構造解析 
塚原 郁：いもち病菌におけるDNAメチル化認識機

構の解析 
西口武郎：植物の疾病防御応答に伴うアポトーシス

機構の in vitro系による解析 
Nguyen Bao Quoc：Application of RNA Silencing to 

Protection of Rice Blast Disease 
花田周吾：いもち病菌 Magnaporthe oryzaeにおける

RNAサイレンシングベクターの作製とその応用 
松原孝英：宿主特異的毒素ビクトリンの作用機構の

解析 
平成18年3月 
茨木加奈：比較マッピングによるいもち病菌の染色

体構造の解析 
椎名宏太：イネ科植物いもち病におけるトランスポ

ゾンメチル化遺伝子Mdim-2の同定およびその

機能解析 
田澤佳子：いもち病菌の植物種特異的寄生性に関与

する非病原力遺伝子PWT3とそれに対応する抵

抗性遺伝子Rwt3の検出 
田中正起：シコクビエいもち病菌の集団構造の解析

及びその収斂進化の証明 
内橋幸平：冠さび病菌感染エンバク葉における防御

応答の細胞学的解析 
平成19年3月 
大村 和孝：オオムギのアワいもち病菌に対する抵

抗性遺伝子の検出 
坂本 類：エンバクのビクトリン結合性細胞壁タン

パク質の解析 
田村奨悟：エンバクの防御応答に伴うアポトーシス

実行因子の解析 
村田聡樹：いもち病菌におけるトランスポゾン制御

機構の解析 
 
 

4．その他の学術研究活動 

研究助成金 
2004年 
特定領域研究（計画研究）、眞山滋志（代表）、植物

の感染防御応答におけるプログラム細胞死の制

御機構 
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基盤研究A(2)、眞山滋志（代表）、いもち病菌の植物

種特異的寄生性決定遺伝子群の同定とクローニ

ング 
基盤研究B(2)、土佐幸雄（代表）、いもち病菌染色体

における非病原性遺伝子アイランドの同定とそ

の転移・分解機構の解析 
科学技術庁総合研究、土佐幸雄（分担）、病原菌感染

に対する植物の防御応答の分子機構 
奨学寄付金（サントリー株式会社）、植物病理学研究

への研究助成 
奨学寄付金（日本植物防疫協会）、植物病理学研究へ

の研究助成 
2005年 
特定領域研究（公募研究）、中屋敷均（代表）、Dicer

蛋白質の機能ドメイン分析とその機能分化の進

化的解析 
基盤研究B(2)、土佐幸雄（代表）、いもち病菌染色体

における非病原性遺伝子アイランドの同定とそ

の転移・分解機構の解析 
基盤研究B(2)、中屋敷均（代表）、RNAサイレンシ

ングによるイネいもち病菌のゲノムワイドな病

原性遺伝子解析 
科学技術庁総合研究、土佐幸雄（分担）、病原菌感染

に対する植物の防御応答の分子機構 
奨学寄付金（サントリー株式会社）、植物病理学研究

への研究助成 
奨学寄付金（日本植物防疫協会）、植物病理学研究へ

の研究助成 
2006年 
特定領域研究（公募研究）、中屋敷均（代表）、Dicer

蛋白質の機能ドメイン分析とその機能分化の進

化的解析 
基盤研究B(2)、土佐幸雄（代表）、サブテロメアの可

塑性を利用したいもち病菌非病原力遺伝子の変

異と彷徨 
基盤研究B(2)、土佐幸雄（分担）、農薬に依存しない

マイクロバブルオゾン水利用による環境保全型

農業の構築 
基盤研究B(2)、中屋敷均（代表）、RNAサイレンシ

ングによるイネいもち病菌のゲノムワイドな病

原性遺伝子解析 
三島海雲記念財団学術助成金、中屋敷均（代表）、逆

遺伝学的手法を用いたイネいもち病菌の病原性

シグナル系の解析 
奨学寄付金（サントリー株式会社）、植物病理学研究

への研究助成 
奨学寄付金（多木化学）、植物病理学研究への研究助

成 
2007年 
基盤研究B(2)、土佐幸雄（代表）、サブテロメアの可

塑性を利用したいもち病菌非病原力遺伝子の変

異と彷徨 
基盤研究B(2)、土佐幸雄（分担）、農薬に依存しない

マイクロバブルオゾン水利用による環境保全型

農業の構築 
基盤研究B(2)、中屋敷均（代表）、RNAサイレンシ

ングによるイネいもち病菌のゲノムワイドな病

原性遺伝子解析 
萌芽研究、中屋敷均（代表）、イネいもち病菌におけ

る非病原力RNAの探索 
産学官連携による食料産業等活性化のための新技術

開発事業、中屋敷均（分担）、ライブコート技術

を用いた生物農薬の新施用技術の開発 
奨学寄付金（サントリー株式会社）、植物病理学研究

への研究助成 
奨学寄付金（多木化学）、植物病理学研究への研究助

成 

特許

眞山滋志, 土佐幸雄，他：食葉性害虫に対し抑制効果

を有する細菌を内包したアルギン酸マイクロビ

ーズによる害虫駆除の方法、特許第3686945号 

眞山滋志, 土佐幸雄，他：キチン質分解酵素を遺伝子

標識に利用した細菌モニタリング法、特許第

3726132号 
 
学外研究機関との共同研究

兵庫県中央農業技術センター：眞山滋志, 土佐幸雄，

中屋敷均：植物病害の生物防除に関する研究 
ウイスコンシン大学：土佐幸雄，中屋敷均，眞山滋

志：非病原菌性遺伝子AVR1-CO39の機能と役割

に関する研究 
コーネル大学：中屋敷均，土佐幸雄，眞山滋志：ト

マト転写因子Pti5の転写制御機構 

 
国際協力 
国際協力事業団：眞山滋志・土佐幸雄・中屋敷均 (2004-2007)、植物保護のための総合防除集団研究
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コース  
 
受賞 
兵庫県科学賞：眞山滋志 (2005)
 
学会活動 
日本植物病理学会長：眞山滋志 (2007) 
植物病理学会編集委員長：眞山滋志 (2004) 
植物病理学会評議員：眞山滋志 (2004-2007) 
植物病理学会編集幹事長：土佐幸雄 (2004) 

植物病理学会編集幹事：中屋敷均 (2004, 2007) 
Journal of General Plant Pathology誌編集委員：土佐幸

雄 (2007) 
The open mycology誌編集委員：中屋敷均 (2007)

 
 
 
昆虫機能学 
 昆虫科学研究分野では、昆虫の環境応答メカニズムおよび天敵昆虫資源の多様性と保全的利用について研究

を行っている。昆虫をモデルとした生物の環境応答メカニズムの研究では、外的な環境に対する適応機構とし

て概日時計、光周性、休眠を、内的なホメオスタシス維持機構として変態、細胞増殖・分化・アポトーシス、

生殖制御をとりあげ、神経内分泌的なシグナルの伝達機構と遺伝子応答機構を解明しようとしている。あわせ

て応用的な側面（生物学的防除素材の開発、殺虫剤の作用機作の解明等）の研究も行っている。天敵昆虫資源

の研究では、農林業害虫の天敵としてとくに重要な寄生蜂類について進化と種多様性、個生態を解明するとと

もに、森林や農地における植生管理が捕食性昆虫を含めた天敵昆虫群集の多様性と機能におよぼす影響につい

て研究を進めている。また、植物と天敵(植食昆虫)の相互作用や希少な捕食性昆虫の保全についても研究を行

っている。 
 
 
1. 公表学術論文 

著書 
内藤親彦（2004）兵庫県におけるハバチ類の種多様

性．内藤親彦（編著）自然環境モノグラフ１号，
兵庫県立人と自然の博物館，pp. 85 

竹田真木生（2004）光周性と概日時計の分子的なメ
カニズム．檜垣守男，小滝豊美，田中誠二（編）
休眠の昆虫学―季節適応の謎，東海大出版，pp. 
235-246 

城所久良子（2004）ストレスと休眠覚醒．檜垣守男，
小滝豊美，田中誠二（編）休眠の昆虫学―季節
適応の謎，東海大出版，pp. 271-281 

岩田健一（2004）培養系からみた昆虫の卵休眠．檜
垣守男，小滝豊美，田中誠二（編）休眠の昆虫
学―季節適応の謎，東海大出版，pp. 282-292 

Bembenek J., Ichihara N., Sakamoto K. and Takeda M. 
(2004) Melatonin and N-acetyltransferase in the 
cockroach Periplaneta americana, their relevance to 
circadian clock. Trends in Comparative Endocrinology 
(Eds. Oishi, T., Tsutsui, K., Tanaka, S. and Kikuyama, 
S.), pp. 80-81 

Takeda, M., Sehadova, H., Markova, E. and Ichihara, N. 
(2004). Structures of circadian and photoperiodic 
clocks in two moth species (Bombyx mori and 
Antheraea pernyi). Trends in Comparative 

Endocrinology (Eds. Oishi, T., Tsutsui, K., Tanaka, S. 
and Kikuyama S.), pp. 78-79 

Takeda, M., Uwo, M.F., Goto, S., Sakai, T., Natsukawa, D., 
Hirano, F., Tei, K., Loeb, M.J. and Park, PY. (2004) 
Modes and mechasnisms of replacement of midgut 
tissue in insects.Trends in Comparative Endocrinology 
(Eds. Oishi, T., Tsutsui, K., Tanaka, S. and Kikuyama 
S.), pp. 167-168 

Tufail, M., Raikhel, A.S. and Takeda, M. (2005) 
Biosynthesis and processing of insect vitellogenins. In: 
Progress in Vitellogenesis (Eds. Raikhel, A.S. and 
Sappington, T.W.); Reproductive Biology of 
Invertebrates (Series Editors, Adiyodi, K.G. and  
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and Brachinidae) in urban landscapes. Entomological 
Science 

Chau, N.N.B. and Maeto, K. (in press) Intraspecific larval 
Competition in Meteorus pulchricornis 
(Hymenoptera: Braconidae), a solitary endoparasitoid 
of lepidopteran larvae. Applied Entomology and 
Zoology  

その他の学術論文等
前藤 薫（2004）カミキリムシ類の多様性調査・解析

法―四万十川流域における研究事例から―．昆
虫と自然, 39(14), pp.24-25 

佐藤重穂，前藤 薫（2004）原生林に住むアリにとっ
て二次林は住みやすいか．森林総合研究所平成
15年度研究成果選集, pp. 20-21 

前藤 薫（2004）カミキリムシ類の多様性調査・解析
法―四万十川流域における研究事例から―．昆
虫と自然, 39(14), pp.24-25 

前藤 薫, 佐藤重穂（2004）トンボからみた四万十川
流域の自然環境．海洋と生物, 26, pp.522-527 

前藤 薫（2005）昆虫学研究室訪問 第14回 神戸大
学昆虫科学研究室．昆虫と自然, 40(6), pp.26-27 

佐藤重穂, 前藤薫, 宮田弘明, 稲田哲治, 田端雅進, 
松本剛史 (2006) 四国中部・西部地域におけるニ
ホンキバチの被害程度に関与する環境要因の解
析. 森林総合研究所研究報告, 5, pp.21-27 

前藤薫 (2006) 森林変動の謎を読みとく―鎌田直人
氏の総説へのコメント―．日本生態学会誌, 56, 
pp.120-124 

前藤 薫 (2007) トラップをもちいて昆虫の生息状況
をはかる．森林科学, 49, pp. 54 
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城所久良子，岩田健一，藤原義博（in press）昆虫の
卵休眠覚醒機構、最近の知見．蚕糸学雑誌 

 

 
 
2. 学術講演
Bembenek, J., Ichihara, N., Sakamoto, K. and Takeda, M. 

(2004) Melatonin and N-acetyltransferase in the 
cockroach Periplaneta americana, their relevance to 
circadian clock. Fifth Congress of the Asia and 
Oceania Society for Comparative Endocrinology 
(AOSCE) in Conjugation with the Annual Meeting of 
Japan Society for Comparative Endocrinology (JSCE), 
Nara, Japan 

竹田真木生(2007) 招待講演 Asia Oceania Conference 
for Comparative Endocrinology, AOSCE, Nara 

Bembenek, J., Tsugehara, T., Sakamoto, K. and Takeda, M. 
(2004) カイコ・サクサン・ワモンゴキブリのN-
アセチル転移酵素の構造と機能調節．日本比較
生理生化学会第26回大会予稿集 

Tufail, M. and Takeda, M. (2004) Molecular 
characterization of vitellogenin receptor from the 
cockroach, Periplaneta americana, and analysis 
during oogenesis. 10th International Congress of 
Invertebrate Reproduction and Development. 
Newcastle Upon Tyne (UK) 

藤田篤史，前藤 薫（2004）都市域の孤立林における
地表歩行性ゴミムシ群集の特性．日昆第64回大
会講要, p.87 

後藤信太郎，竹田真木生（2004）ヨトウガ幼虫の中
腸細胞培養系でボンビキシンと 20-Hydroxy- 
ecdysoneは中腸細胞の増殖を促進する．第48回
応動昆大会講要, p.107 

平野（朴）文守，竹田真木生（2004）ワモンゴキブ
リ中腸細胞の増殖活性へのＮ-アセチルセロトニ
ンの影響．第48回応動昆大会講要, p.63 

岩田健一，新留ちよ美，城所久良子，竹田真木生，
藤原義博（2004）カイコ卵休眠覚醒時における
ＥＲＫ活性化とその意義．第48回応動昆大会講
要, p.101 

香川理威，前藤 薫（2004）農業生態系におけるゴミ
ムシ類(甲虫目: オサムシ科，ホソクビゴミムシ
科)の種構成．日昆第64回大会講要, p.44 

城所久良子，岩田健一，藤原義博，竹田真木生（2004）
メソプレン塗布はトノサマバッタの卵休眠を覚
ます．第48回応動昆大会講要, p.101 

前藤 薫（2004）Cotesia属サムライコマユバチの寄主
特異性．第48回応動昆大会講要, p.48 

前藤 薫（2004）チョウ目幼虫に内部寄生するMeteorus 
pulchricornis の寄主範囲．日昆第 64 回大会講要, 
p.71 

Maeto, K. (2004) Taxonomy of parasitic Hymenoptera. 
Proceedings of the 2004 Asian Science Seminar JASS 
“Biological Control of Agricultural Pests in Asia – 
Theory and Practice”, pp.32-39 

酒井 翼，佐竹 炎，南方宏之，竹田真木生（2004）
ゴキブリ Crustacean Cardioactive Peptide (CCAP) 

cDNAの構造と中腸における発現細胞の同定．第
48回応動昆大会講要, p.109 

末吉昌宏，前藤 薫，後藤秀章，田中 浩（2004）冷
温帯落葉樹林の二次遷移に伴うミバエ科(双翅
目)群集構造の変化．日昆第64回大会講要,  p.57 

Takeda, M. (2004) Key note lecture: Molecular mechanism 
of photoperiodic determination of pupal diapause in 
Antheraea pernyi. International Workshop on Wild 
Silkmoths and Silks "Current Advances and 
Development in Wild Silkmoths and Tropical 
Bombyx Silks", Khon Kaen, Thailand 

Uwo, M., Park, PY., Natsukawa,, D., Tei, K. and Takeda, K. 
(2005) Metamorphosis of the insect midgut: Apoptosis 
and remodeling of an organ under the skin.環太平洋
電顕技術学会，河北医科大学 

城所久良子，岩田健一，竹田真木生（2005）強制発
現系による乾燥耐性遺伝子のスクリーニング．
第49 回日本応用動物昆虫学会，玉川大学 

岩井幸夫，竹田真木生（2005）カイコにおける lark
遺伝子の構造と発現解析．第49 回日本応用動物
昆虫学会，玉川大学 

岩田健一，城所久良子，竹田真木生（2005）低温耐
性機構の解明を目指して．第49 回日本応用動物
昆虫学会，玉川大学 

城所久良子，岩田健一，竹田真木生.（2005）ショウ
ジョウバエの耐寒性・乾燥耐性制御因子の探索．
第76 回日本動物学会大会，つくば 

岩井幸夫，柘原岳人，竹田真木生（2005）カイコ
N-acetyltransferase(NAT)の発現解析．第76 回日本
動物学会大会，つくば 

Bembenek J. and Takeda, M. (2005) (poster) Structure of 
circadian clock in P. americana with special references 
to indolamine metabolic pathway.. Chronobiology 
(Gordon Research Conference, Frontiers of Science), 
Newport, Rhode Island,United States of America 
(USA) 

Takeda M., Bembenek, J., Tsugehara, T., Firana, F., 
Sehadova, H. and Ichihara, N. (2005) Idolalkylamine 
metabolic pathway and the key enzyme, 
N-acetyltransferase (NAT) in physiological regulation 
in insects. Taiwan-Japanese-Czech Republic 
Cooperation Symposium on Entomology(TJCCSE) 
Taipei, Taiwan 

Sehadova, H., Qi-Miao, S., Sehnal, F., and Takeda, M. 
(2005) (poster) Distribution of circadian clock-related 
components in the cephalic nervous system of two 
cricket species. Part A: Core oscillator and input 
pathway. Taiwan-Japanese-Czech Republic 
Cooperation Symposium on Entomology (TJCCSE) 
Taipei, Taiwan 

Trang, L.T.D., Ichihara, N., Mita, K., Sehadova, H. and 
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Takeda, M. (2005) (poster) Cloning of two 
double-time and arylalkylamine N-acetyltransferase 
homologs from the silkworm, Bombyx mori and their 
expression anlaysis. Taiwan-Japanese-Czech Republic 
Cooperation Symposium on Entomology (TJCCSE) 
Taipei, Taiwan 

Tufail, M. and Takeda, M. (2005) (poster) Molecular 
characterization of cockroach vitellogenins and 
vitellogenin receptor mechanisms. Taiwan-Japanese- 
Czech Republic Cooperation Symposium on 
Entomology (TJCCSE) Taipei, Taiwan 

岩井幸夫，Sehadova, H.，竹田真木生（2005）カイコ
における概日振動系．日本時間生物学会大会シ
ンポジウム，つくば 

Sehadova, H, Qi-Miao, S, 市原直征，竹田真木生（2005）
（poster）コオロギ2 種の脳―食道下神経節にお
ける概日時計遺伝子の発現：概日システムの多
様性．日本時間生物学会大会，つくば 

前藤薫，新垣則雄（2005）イッポンセスジスズメに
寄生するスマトラカモドキバチの寄生生態．第
49 回日本応用動物昆虫学会講演要旨，p.138, 玉
川大学 

香川理威，前藤薫（2005）農地環境におけるヤコン
オサムシ成虫の分布．第49 回日本応用動物昆虫
学会講演要旨，p.138, 玉川大学 

北畠駿，前藤薫，牧野俊一，井上大成，田中浩（2005）
里山の二次遷移にともなうコマユバチ科寄生蜂
のアバンダンスの変化．日本昆虫学会第65 回大
会講演要旨，p.48, 岡山大学 

佐藤重穂，前藤薫，宮田弘明，杉村光俊（2005）四
万十川源流域の林業地域における渓流性トンボ
類の長期モニタリングの試み．日本昆虫学会第
65 回大会講演要旨，p.49, 岡山大学 

Nguyen Ngoc Bao Chau, Kaoru Maeto （ 2005 ）
Superparasitism and host discrimination in a solitary 
endoparasitoid Meteorus pulchricornis (Hymenoptera, 
Braconidae)．日本昆虫学会第65 回大会講演要旨，
p.90, 岡山大学 

前藤薫，上里卓己（2005）イモゾウムシとアリモド
キゾウムシに寄生する Bracon 未記載種(コマユ
バチ科)．日本昆虫学会第65回大会講演要旨，p.90,
岡山大学 

上里卓己，小濱継雄，前藤薫（2005）イモゾウムシ
とアリモドキゾウムシの幼虫に寄生する Bracon
属コマユバチの分布、寄主範囲、寄生率．日本
昆虫学会第65 回大会講演要旨，p.91, 岡山大学 

香川理威，前藤薫（2005）農地環境におけるヤコン
オサムシの成虫と幼虫で異なる生息地利用．日
本昆虫学会第 65 回大会講演要旨，p.91, 岡山大
学 

櫻井厚司，内田健志，内藤親彦（2005）Thrinax 属同
胞種間におけるミトコンドリアCox1遺伝子の遺
伝的距離と種形成に関する考察．日本昆虫学会
第65 回大会講演要旨，p.38, 岡山大学 

西本裕，内藤親彦（2005）カタアカスギナハバチの
３種半数体核型の混在地における多型頻度と置
換機構．日本昆虫学会第65 回大会講演要旨，p.94, 

岡山大学 
Takeda, M. (2006) Biannual meeting of the Society for 

Research on Biological Rhythms. Invited speaker for a 
symposium. Sandestine, Florida May 22-26. 

Takeda, M.. (2006) How can molecular biology contribute 
to IPM?: A quest by a student from UPLB. A seminar. 
University of the Philippines at Los Banos, October 

竹田真木生, Sehadova, H., Shao, Q.-M., 岩井幸夫 
(2006) 人生色 ､々時計も色 .々 昆虫セミナー、金
沢 

前野浩太郎, 竹田真木生, 田中誠二 (2006) サバクト
ビバッタの相変異：混み合うと群生相だけがト
クをする？ 第５０回 日本応用動物昆虫学会
大会，筑波大学 

前野浩太郎, 竹田真木生, 田中誠二 (2006) サバクト
ビバッタの性モザイク：オスにモテるがメスが
好き？ 第６６回日本昆虫学会大会，鹿児島大学 

平野文守, 吉田洋子, 竹田真木生 (2006) 飢餓が引き
起こすワモンゴキブリの消化器官、及び脳内の
生体アミンへの影響. 第 50 回日本応用動物昆虫
学会，筑波大学 

Suzuki, T., Amano, H, Goto, E. and Kozai, T. (2006) 
Effects of light period on diapause induction in a 
Japanese strain of the two-spotted spider mite 
Tetranychus urticae.12th International Congress of 
Acarology 21-26 August 2006, Amsterdam, The 
Netherlands 

 Zhang, J., Iwai, S., Tsugehara, T. and Sehadov, H. and 
Takeda, M. (2006) MbIDGF, a novel member of the 
imaginal disc growth factor family in Mamestra 
brassicae, stimulates cell proliferation in two 
lepidopteran cell lines without insulin (Title of 
Abstract) The 5th International Symposium on 
Molecular Insect Science, Tucson, Arizona. May, 
2006 

 Zhang, J., Iwai, S., Tsugehara, T. and Sehadov, H. and 
Takeda, M. (2006) Molecular and functional 
characterization of MbIDGF, an imaginal disc growth 
factor family member in th e cabbage armyworm, 
Mamestra brassicae: a novel insight on its growth 
stimulation effects in the lepidopteran cells (Title of 
Poster) The 5th International Symposium on 
Molecular Insect Science, Tucson, Arizona. May, 
2006 

前藤薫, 福山研二 (2006) 熱帯雨林の草原化とアカシ
ア植林が捕食寄生蜂の種多様性におよぼす影響．
第 53 回日本生態学会大会講演要旨集 379, 2006, 
朱鷺メッセ(新潟) 

前藤薫, 福山研二, Sergey A. Belokobylskij, Woro A. 
Noerdjito (2006) 熱帯雨林の草原化と森林再生に
ともなう寄生蜂群集の変化．日本応用動物昆虫
学会第50回大会講演要旨集 103, 2006, 筑波大学 

前藤薫 (2006) アカシア植林によって回復する捕食
寄生蜂の多様性．公開セミナー「CDM植林と熱
帯林の生き物」講演要旨集 9, 2006.4.16, 東京大
学農学部弥生講堂一条ホール、主催森林総合研
究所 
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Maleque, M.A, Ishii, H.T. and Maeto, K. (2006) The 
importance of line thinning toward ecosystem 
management in Japanese cedar (Cryptomeria japonica 
D. Don) plantations, central Japan. International 
Conference on Ecological Restoration in East Asia 
2006, Osaka, Japan, June 16-18, 2006. 

前藤薫, 福山研二, Sergey A. Belokobylskij, Woro A. 
Noerdjito (2006) 熱帯雨林の衰退と再生にともな
うコマユバチ科寄生蜂の多様性と組成の変化．
日本昆虫学会第 66 回大会講演要旨 31, 2006,9, 
鹿児島大学 

石川信行, 前藤薫 (2006) 農地における有力な捕食性
天敵であるアオゴミムシ類の繁殖に関する新知
見．昆虫学会近畿支部・鱗翅目学会近畿支部2006
年度合同大会プログラム, 2006,12, 兵庫県立人と
自然の博物館(三田) 

山本正樹, 前藤薫 (2006) ギンケハラボソコマユバチ
Meteorus pulchricornisの産卵行動に及ぼす視覚的
刺激の効果．昆虫学会近畿支部・鱗翅目学会近
畿支部2006年度合同大会プログラム, 2006,12, 
兵庫県立人と自然の博物館(三田)  

西村紘, 前藤薫, 本藤勝 (2006) クサキイロアザミウ
マの生態と捕食性カメムシの代替餌としての可
能性．昆虫学会近畿支部・鱗翅目学会近畿支部
2006年度合同大会プログラム, 2006,12, 兵庫県
立人と自然の博物館(三田)  

西嶋翔, 安岡拓郎, 前藤薫, 八木剛 (2006) 室内飼育
によるヒメボタル幼虫の食性の比較．昆虫学会
近畿支部・鱗翅目学会近畿支部2006年度合同大
会プログラム, 2006,12, 兵庫県立人と自然の博物
館(三田) 

白井俊介, 前藤薫 (2006) 吊り下がる事に意義はある
のだろうか？ ギンケハラボソコマユバチの繭
の形状と被捕食率の関係．昆虫学会近畿支部・
鱗翅目学会近畿支部2006年度合同大会プログラ
ム, 2006,12, 兵庫県立人と自然の博物館(三田) 

田川真希, 前藤薫 (2006) 農環境における斑点米カメ
ムシ類の移動分散．昆虫学会近畿支部・鱗翅目
学会近畿支部2006年度合同大会プログラム, 
2006,12, 兵庫県立人と自然の博物館(三田) 

網谷正純, 前藤薫 (2006) オオブタクサ群落のブタク
サハムシを取り巻く昆虫相．昆虫学会近畿支
部・鱗翅目学会近畿支部2006年度合同大会, 
2006,12, 兵庫県立人と自然の博物館プログラム
(三田)  

伊崎陽介, 前藤薫 (2006) ギンケハラボソコマユバチ
（Meteorus pulchricornis）の産雌性単為生殖のメ
カニズムの解明．昆虫学会近畿支部・鱗翅目学
会近畿支部2006年度合同大会プログラム, 
2006,12, 兵庫県立人と自然の博物館(三田) 

藤田真梨子, 松井淳, 寺川眞理, 駒井古実, 湯本貴和,
前藤薫 (2006) 屋久島におけるヤマモモキバガ
(Thiotricha pancratiastis)の資源利用．昆虫学会近
畿支部・鱗翅目学会近畿支部2006年度合同大
会プログラム, 2006,12, 兵庫県立人と自然の博
物館(三田) 

香川理威，前藤薫 (2007) 農地が隣接した樹林地にお

けるヤコンオサムシ雌成虫の活発な移動行動．
第51回日本応用動物昆虫学会大会講演要旨 158, 
2007, 3, 広島大学(東広島市) 

前藤薫 (2007) DNAバーコーディングへの期待と不
安―分類・同定者の立場から―(大会シンポ招待
講演)．第51回日本応用動物昆虫学会大会講演要
旨 41, 2007, 3, 広島大学(東広島市) 

安岡拓郎，八木剛，西岡翔，前藤薫 (2007)ヒメボタ
ル幼虫用餌トラップ: トラップの構造及び天候
が与える影響．日本昆虫学会第67回大会講演要
旨 37, 2007,9, 神戸大学 

西岡翔，安岡拓郎，前藤薫 (2007) ヒメボタル幼虫の
食性の解明－陸貝だけに依存しているのか?－．
日本昆虫学会第67回大会講演要旨 37, 2007,9, 
神戸大学 

白井俊介，前藤薫 (2007) 寄生蜂の吊り下がった繭に
捕食回避効果はあるのだろうか? 日本昆虫学会
第67回大会講演要旨 43, 2007,9, 神戸大学 

伊崎陽介，前藤薫 (2007) ギンケサムライコマユバチ
の産雌性単為生殖の仕組み．日本昆虫学会第67
回大会講演要旨 81, 2007,9, 神戸大学 

Chau, NNB, Maeto, K. (2007) Intraspecific larval 
competition in Meteorus pulchricornis (Hymenoptera: 
Braconidae), a solitary endoparasitoid of 
Lepidopterous larvae. 日本昆虫学会第67回大会講
演要旨 82, 2007,9, 神戸大学 

佐藤重穂，前藤薫，宮田弘明 (2007) 四万十川源流域
における渓流性トンボ類の生息状況のモニタリ
ング．日本昆虫学会第67回大会講演要旨 76, 
2007,9, 神戸大学(神戸市) 

八木剛 (2007) 博物館のつかい方、つかわれ方－
「2050年の博物館」序にかえて－．日本昆虫学
会第67回大会講演要旨 100, 2007,9, 神戸大学
(神戸市) 

山本正樹，前藤薫 (2007) ダミーをもちいたギンケハ
ラボソコマユバチの産卵行動の解明．昆虫学会
近畿支部・鱗翅目学会近畿支部2007年度合同
大会プログラム, 2007,12, 兵庫県立人と自然の
博物館(三田) 

八木剛，安岡拓郎 (2007) 大阪平野とその周辺におけ
るヒメボタルの分布と地理的変異．昆虫学会近
畿支部・鱗翅目学会近畿支部2007年度合同大
会プログラム, 2007,12, 兵庫県立人と自然の博
物館(三田) 

Matsumoto, K., Ueda, A., Maeto, K., Noerdjito, W.A. and 
Sugiarto (2007) Evaluation and forecasting of effects 
of CDM plantation on diversity of insects. 国際連
携推進ワークショップ 東アジアの森林推移―
点と線と面―, 2007.11.19, つくば国際会議場
（エポカル） 

Bembenek, J., Hiragaki, S. and Takeda, M. (2007) 
Melatonin receptor in circadian neurons in the 
cockroach P. americana 72th Cold Spring Harbor 
Symposium: Clocks & Rhythms Cold Spring Harbor, 
NY 11724-2213 May 30 - June 4, 2007 

Takeda, M., Sakai, T., Satake, H. and Slama, K. (2007) 
CCAP accelerates motility and digestion of the 
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intestinal tract in Periplaneta americana but not heart 
beat. Vth International Conference on Arthropods; 
Chemica, Physiological, nd Environmental Aspects. 
Stefan Kopec Memorial Conference. O8 

Bembenek, J., Hiragaki, S. and Takeda, M. (2007) Cellular 
distribution analysis and cloning of melatonin receptor 
from the brain of Periplaneta americana. Vth 
International Conference on Arthropods; Chemica, 
Physiological, nd Environmental Aspects. Stefan 
Kopec Memorial Conference P6 

Takeda, M., Zhang, J., Natsukawa, D., Hirano, P.H., Goto, 
S. and Loeb, M.J. (2007) Life and death of midgut in 
insects. Vth International Conference on Arthropods; 
Chemica, Physiological, nd Environmental Aspects. 
Stefan Kopec Memorial Conference P53 

前野浩太郎，竹田真木生，田中誠二 (2007) サバクト
ビバッタの相変異：体色突然変異の遺伝的背景
とコラゾニンに対する反応．第５1回日本応用動
物昆虫学会大会，広島大学 

Tufail, M. and Takeda M. (2007) Molecular 
characterization of an ovarian lipophorin receptor: its 
tissue-specificity and developmental profile in the 
cockroach, , Leucophaea maderae. 日本昆虫学会第
67回大会, 神戸大学 

平垣進，Jadwiga Bembenek，竹田真木生（2007）昆虫
中枢神経系におけるメラトニン受容体の存在と
ゴキブリ概日時計神経における発現．日本昆虫
学会第67回大会, 神戸大学 

Trang, LT.D, Sehadova, H. and Takeda, M. (2007) Two 
discrete Bombyx mori N-acetyltransferases in 
transcriptional regulation. 日本昆虫学会第 67 回大
会, 神戸大学 

西尾良平，竹田真木生（2007）Gryllus 属コオロギの
「睡眠」について．日本昆虫学会第67回大会, 神
戸大学 

川端えり子，竹田真木生（2007） ルイジアナ州の黒
頭型アメリカシロヒトリの生活史の推定．日本
昆虫学会第67回大会, 神戸大学 

前野浩太郎，竹田真木生，田中誠二 (2007) サバクト
ビバッタの相変異：繁殖戦略．日本昆虫学会第
67回大会, 神戸大学 

竹田真木生 (2007) シンポジウム”種の存在様式と時
間”．日本昆虫学会第67回大会, 神戸大学 

Trang, LT.D, Sehadova, H. and Takeda, M. (2007) Casein 
kinases I of the silkworm, Bombyx mori: Structure and 
possible roles in circadian timing and developmental 
determination. International Conference in Agriculture 
Biotechnology at Nong Lam University, Vietnam 

鈴木丈詞，竹田真木生（2007）ナミハダニの光感受
性―アリルアルキルアミン N-アセチル転移酵素
活性およびメラトニン合成阻害の作用スペクト
ル―．第 16 回日本ダニ学会大会．千葉．10 月
24-26日 

福永佳史，鈴木丈詞，天野洋，後藤英司（2007）光
の波長および強度がナミハダニの休眠に及ぼす
影響．第 16 回日本ダニ学会大会．千葉．10 月
24-26日 

Maeno, K. Takeda, M. and Tanaka, S. (2007) Locust phase 
polyphenism: density-dependent maternal effects on 
progeny size and fitness. 11th Meeting of the 
International Society of Invertebrate Reproduction and 
Development. Smithsonian Tropical Research 
Institute.  

Yasuoka, T., Yagi, T., Nishijima, S. and Maeto, K. (2007) 
Bait trap for sampling larvae of terrestrial firefly, 
Luciola parbula. Firefly meeting 2007, Vila Nova de 
Gaia 

竹田真木生 (2007) 正しいムシの見方．生物医学電顕
技術学会公開講座．北九州市，4月 

 
 
3. 博士・修士号取得者の氏名および論文題名 
博士（平成16年9月） 
Erwin Soeprastowo Widodo : Biodiversity of canopy 

ants and effect of forest disturbance on the ant 
communities in tropical forests in Sabah, Malaysia 

Jadwiga Bembenek : Structure and regulatory 

mechanisms of circadian and photoperiodic clocks 
in insects with special references to indolamine 
metabolic pathway 

博士（平成17年3月） 
岩田健一：Search for regulatory molecules of egg 

diapause in insect 
酒井 翼：Crustacean cardioactive peptide (CCAP) in 

the midgut and the nervous systems of cockroach, 

Periplaneta americana 
徐 海：Eco-physiology of reproductive behaviour in 

the burying beetle, Nicrophorus quadripunctatus 
(Coleptera: Silphidae)

博士（平成18年3月） 
岩井幸夫：Structural and temporal analyses of circadian 

genes in Bombyx mori 
邵奇妙：Molecular mechanism of circadian clock in two 

ground crickets: Dianemobius nigrofasciatus and 
Allonemobius allardi [Orthoptera: Gryllidae] 

城所久良子：The analysis of regulatory mechanism of egg 
diapause in insects 

Liza Jara Canlas : An integrated approach towards the 
effective management of the two-spotted spider mite, 
Tetranychus urticae Koch (Acari; Tetranychiidae) 

柘原岳人：Molecular, pharmacological and spectroscopic 
approach to the mechanism of diapause termination 
in Antheraea pernyi; with a special reference to 
arylalkylamine N-acetyltransferase 
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博士（平成18年10月） 
Le Thi Dieu Trang : Structural and fuctional roles of casein 

kinases and N-acetlyltransferases in the regulation of 
circadian oscillatio in Bombyx mori 

Zhang Jun : Molecular and functional characterization of 
MbIDGF and MbADGF, two insect growth factors 
isolated from Mamestra brassicae 

修士（平成16年9月） 
藤田篤史：都市域の孤立林における地表歩行性甲虫 （ゴミムシ類）群集の特性 
修士（平成17 年3 月） 
斉藤耕平：Structural and expression analyses on genes of 

takeout/JHBP family in Bombyx mori 
林直孝：Induction of mutant phenocopy and construction 

of screening system in Athalia rosae 
平野文守：Effect of starvation on the cell proliferation in 

the midgut of the American cockroach, Periplaneta 

americana 
福井美子：Temporal expression patterns of circadian 

clockrelated genes in the peripheral tissues of Bombyx 
mori 

宮崎史貴：Haplodiploid 型生殖昆虫カブラハバチの４
倍体作出に関する研究 

修士（平成18年3月） 
尾上健太郎：カブラハバチ三倍体雌の特徴と減数分

裂における染色体配分に関する研究 
香川理威：地表性天敵昆虫ヤコンオサムシの農地環

境における分布と移動 

Nguyen Ngoc Bao Chau：Superparasitism and intraspecific 
compstition in a solitary endoparasioid (Meteorus 
pulchricornis) of lepidopterous larvae 

修士（平成19年3月） 
伊﨑陽介：ギンケハラボソコマユバチ（Meteorus 

pulchricornis）の産雌性単為生殖のメカニズムの
解明 

西村紘：クサキイロアザミウマの生態と捕食性カメ

ムシの代替餌としての可能性 
安岡 拓郎：ヒメボタルの生活史解明と地理的変異に

関する研究 

 
 

4．その他の学術研究活動 
研究助成金 
文部科学省科研費基盤研究（Ｃ）2004-2005単食性ハ

バチ類の非異所的種分化と種形成地帯における
生殖隔離の成立機構 (代表 内藤親彦) 

文部科学省科研費基盤研究（A）2003-2005天敵の利
用を中心としたわが国と東南アジアにおける蔬
菜害虫の総合的害虫管理 (分担 前藤薫） 

文部科学省科研費基盤研究（Ｂ）（一般）2006-09 昆
虫の光周性と概日振動の分子生物学 (代表 竹田
真木生)  

文部科学省科研費基盤研究（Ｂ）（海外）2006-09 侵
入害虫の定着と種分化への道 (代表 竹田真木
生)  

文部科学省科研費基盤研究（Ｂ）（一般）2007-10 DNA
バーコードと形態画像を統合した寄生蜂の網羅
的情報集積・同定システムの構築 (代表 前藤薫)  

文部科学省科研費特別研究員奨励費 2004-06 (Tufail 
Muhammad, Hana Sehadova, Jadwiga Bembenek、竹
田真木生) 

文部科学省科研費特別研究員奨励費 2007-09 (LTD 
Trang，竹田真木生) 

文部科学省科研費特別研究員奨励費 2007-09 (Q-M 
Shao，竹田真木生) 

 
文部科学省科研費特別研究員奨励費 2007-09 (MA 

Maleque，前藤薫)  
グローバルＣＯＥ 2007-09 総合的膜生物学 (分担 

竹田真木生)  
兵庫科学技術協会 2006年度研究補助金 (代表 竹田

真木生) 
奨学寄付金2004-06 住友化学 (代表 前藤薫) 
森林総合研究所受託研究 2004-08 CDM植林が生物

多様性に与える影響評価と予測技術の開発（代
表 前藤薫） 

森林総合研究所受託研究 2007 国際的基準に基づく
森林の生物多様性変化予測・評価手法の開発（課
題番号１９５９）生態系機能郡の調査手法の開
発（代表 前藤薫） 

共同研究 2004-06人間文化研究機構 総合地球環境学
研究所，持続的森林利用オプションの評価と将
来像 (分担 前藤薫)  

共同研究 2005 大塚化学（分担 竹田真木生） 
共同研究 2007 ビオスタ，アトピー特異抗原の探索

（分担 竹田真木生） 

 
学外研究機関との共同研究
人間文化研究機構 総合地球環境学研究所，前藤 薫，

持続的森林利用オプションの評価と将来像 
(2004-06)  

大塚化学，竹田真木生 (2005) 
ビオスタ，竹田真木生，アトピー特異抗原の探索

(2006) 
基礎生物学研究所，竹田真木生・鈴木丈詞・井澤憲

光・高島拓也，大型スペクトログラフ共同利用
実験，課題番号：7-513，節足動物の光周性にお
ける光受容体（2007） 
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海外からの研究者招聘 
ＪＳＰＳ外国人招へい研究者（長期），Sergey A. Belokobylskij (Russia)，前藤 薫 (2005) 
 
受賞 
ベストポスター賞 
Maeno, K. Takeda, M. and Tanaka, S. (2007) Locust 

phase polyphenism: density-dependent maternal 
effects on progeny size and fitness. 11th Meeting of 

the International Society of Invertebrate 
Reproduction and Development. Smithsonian 
Tropical Research Institute. 

 
学会活動
日本応用動物昆虫学会評議員：内藤親彦(2004) 
日本環境動物昆虫学会理事，評議員：内藤親彦

(2004-05) 
国際野蚕学会理事：竹田真木生(2004-07) 
日本昆虫学会評議員：前藤 薫(2004-06) 
日本昆虫学会庶務幹事：前藤 薫(2004) 
日本昆虫学会電子化推進委員長：前藤 薫(2005-06) 

日本応用動物昆虫学会編集委員：前藤 薫(2004-06) 
日本昆虫学会日本昆虫目録編集委員：内藤親彦、前

藤 薫(2004-07) 
日本電顕技術学会シンポジウム組織委員：竹田真木

生 (2004) 
日本昆虫学会第67回大会(神戸大学)実行委員：竹田

真木生，前藤 薫 (2006-07) 
 
国際協力 
国際協力機構：「植物保護のための総合防除集団研修

コースⅡ」、2004-2007、コース・リーダー（竹田
真木生）、講師（前藤 薫、Tufail Muhammad）

 
社会活動
放送大学講師：竹田真木生 (2004) 
兵庫県松食い虫被害対策推進協議会委員：内藤親彦

(2004-05)、前藤 薫(2006-07) 
兵庫県立人と自然の博物館協議会議長：内藤親彦 

(2004-05) 
橿原市昆虫館協議会委員：内藤親彦 (2004-05) 
日本ペストコントロール協会理事：内藤親彦 (2005) 
兵庫県立人と自然の博物館 共同企画 講師：内藤親

彦、竹田真木生、前藤薫、「昆虫科学スペシャル

講座」(2005) 
広島県東城町教育委員会 シンポジウム 講師： 前藤 

薫、「中国山地の生物多様性とその保全」(2004) 
NPOシニア自然大学講師：前藤薫、「DNAバーコー

ディング－生物の同定と集積のための新しい試
み－」(2006) 

神戸植物防疫所講師：前藤薫、「DNAバーコーディ
ング－生物の同定と集積のための新しい試み
－」(2007) 
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